
広報くりはら　令和８年９月１日　　２８※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

　「美しく輝く女性を応援したい」と笑顔
で語る岩渕さん。自ら営む美容サロンで

「女性が前向きな一歩を踏み出すお手伝
いがしたい」と目を輝かせています。
　前職では、美容室専売品などを扱う化
粧品メーカーに勤め、美容の悩みに多く
触れてきました。そこで、一人一人の悩
みにもっと寄り添った形で、美容を届け
たいという思いが次第に強くなりました。
　そうした中、結婚や出産を経て、友人
との何気ない会話をきっかけに、以前か
ら考えていた起業を決意し、１年半前に
美容サロンをオープンしました。「きれ
いになると、女性は前向きになれる。美
容のことで困ったときに、『あの人に聞
いてみよう』と思ってもらえるような存
在になりたい」と、これからの姿を思い
描いています。
　「美容を通して、地域の女性が自分を
大切にするきっかけを作りたい。悩んだ
ときは、気軽に相談してもらえたら、う
れしいです」と語る岩渕さん。美容を通
して、女性の笑顔が広がる栗原を目指し、
今日も地域の女性に寄り添い続けます。
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　前職では、美容室専売品などを扱う化
粧品メーカーに勤め、美容の悩みに多く
触れてきました。そこで、一人一人の悩
みにもっと寄り添った形で、美容を届け
たいという思いが次第に強くなりました。
　そうした中、結婚や出産を経て、友人
との何気ない会話をきっかけに、以前か
ら考えていた起業を決意し、１年半前に
美容サロンをオープンしました。「きれ
いになると、女性は前向きになれる。美
容のことで困ったときに、『あの人に聞
いてみよう』と思ってもらえるような存
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描いています。
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大切にするきっかけを作りたい。悩んだ
ときは、気軽に相談してもらえたら、う
れしいです」と語る岩渕さん。美容を通
して、女性の笑顔が広がる栗原を目指し、
今日も地域の女性に寄り添い続けます。
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岩渕　裕子　さん（志波姫南）

人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙

　８月１４日（金）、　イオンスーパーセンター栗原志
波姫店東側駐車場を会場に、２０２６水車まつりが
開催されました。
　当日は、時々、雨が強く降るあいにくの空模様と
なりましたが、KURIHARA　５COLOR’Sによる１７
組のバンド演奏をはじめ、イワナのつかみ取りやク
リハライザーショー、盆踊りが会場を盛り上げ、さ
らに市内よさこい３団体が激しく切れのある演舞を
披露し、会場は熱気に包まれました。

雨も弾き飛ばす迫力のステージ

ク   リ   ハ   ラ　　　　　　　ファイブ カラーズ

人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙
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市からのお知らせ
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図１　市立３病院の１日平均入院患者数（結核病棟を除く）

図２　市立病院事業の財政状況（３病院合計）

図３　市立病院再編イメージ
栗原中央病院

外 来 入 院
（集約）

若柳病院

入 院
（R8.10 休止）

外 来
（当面継続）

栗駒病院

入 院
（R9.4 休止）

外 来
（当面継続）

※外来は、病院活用の応募がなければ、市が当面継続

市
立
病
院
を
取
り
巻
く

経
営
環
境

物
価
高
騰
や
人
件
費
の
上
昇
な

ど
、
全
国
の
公
立
病
院
の
多
く
が

経
営
環
境
の
悪
化
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
全
国
の
多

く
の
過
疎
地
域
は
、
人
口
減
少
に

よ
る
患
者
数
の
減
少
が
進
み
、
経

営
環
境
の
厳
し
さ
が
、
さ
ら
に
増

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
栗
原
市

立
病
院
も
同
様
で
、
経
営
に
大
き

な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

市
の
人
口
は
、
合
併
時
よ
り
２

万
４
千
人
減
少
し
、
一
日
当
た
り

の
平
均
入
院
患
者
数
も
約
２
３
３

人
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。（
図
１
）

ま
た
、
令
和
６
年
度
の
純
損
失

は
、
約
16
億
円
、
令
和
７
年
度
は
、

約
14
億
円
と
な
る
見
込
み
で
、
近

年
赤
字
額
が
大
幅
に
増
加
し
て
い

ま
す
。（
図
２
）

避
け
ら
れ
な
い
病
院
再
編

市
民
の「
命
と
健
康
」に
関
わ
る

大
き
な
課
題
と
市
立
病
院
の
厳
し

い
経
営
環
境
を
踏
ま
え
、
市
は
、

栗
原
市
立
病
院
あ
り
方
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
有
識
者
や
地
域
の

代
表
の
知
見
や
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
検
討
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
安
定
し
て
提
供
し
続
け
る

た
め
に
は
、
市
立
３
病
院
体
制
を

見
直
し
、
栗
原
中
央
病
院
へ
集
約

す
る
こ
と
が
最
も
現
実
的
と
判
断

し
ま
し
た
。

病
院
再
編
の
主
な
内
容

市
立
病
院
を
再
編
す
る
計
画
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
病
床
の
集
約

若
柳
病
院
の
療
養
病
床
を
令
和

８
年
10
月
に
、
栗
駒
病
院
の
療
養

病
床
は
令
和
９
年
４
月
に
休
床
し
、

療
養
病
床
は
、
栗
原
中
央
病
院
に

集
約
し
ま
す
。（
図
３
）

●
外
来
診
療

若
柳
病
院
と
栗
駒
病
院
を
病
院

と
し
て
活
用
す
る
事
業
者
の
募
集

を
行
い
、
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
、

民
間
医
療
機
関
と
し
て
医
療
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

市は、市立病院を維持・継続するため、病院再編に向けた説明会を開催
しました。６月と７月に合計４回開催し、４５５人が来場しました。市立
病院の経営状況と再編計画、説明会で寄せられた意見などを紹介します。

□問 医療局医療管理課　☎（２１）５６３１

市立病院再編に向け開催した説明会で、
参加者から質問や意見がありました。

主な内容を紹介します。

▲栗駒病院

▲若柳病院

応
募
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
外
来

機
能
を
市
が
当
面
の
間
継
続
し
、

将
来
的
に
は
診
療
所
と
い
う
形
で

残
し
ま
す
。

市
の
基
本
的
な
考
え
方

病
院
再
編
に
あ
た
り
、
市
は
次

の
考
え
方
に
基
づ
き
、
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。

●
市
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
環
境
整
備

市
内
で
安
定
的
に
医
療
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

ま
す
。

●
地
域
医
療
を
24
時
間
体
制
で
支

え
る
栗
原
中
央
病
院
を
維
持
・

継
続市

内
で
は
、
休
日
や
夜
間
の

救
急
対
応
を
栗
原
中
央
病
院
が

担
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

24
時
間
体
制
で
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
、
継
続
し
ま
す
。

●
市
立
病
院
職
員
の
雇
用
と
処
遇

を
適
切
に
守
る

医
師
や
看
護
師
な
ど
、
医
療

を
担
う
人
材
が
不
足
す
る
中
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
は
重
要

で
す
。
引
き
続
き
、
市
立
病
院

職
員
の
雇
用
と
処
遇
を
適
切
に

守
っ
て
い
き
ま
す
。

●
入
院
患
者
家
族
の
交
通
手
段
確
保

病
院
再
編
に
よ
り
、
影
響
が

あ
っ
た
入
院
患
者
の
家
族
通
院

支
援
策
と
し
て
、
市
民
バ
ス
を

活
用
し
た
無
料
乗
車
証
制
度
を

整
え
ま
す
。

経
営
改
善
の
見
込
み

若
柳
病
院
や
栗
駒
病
院
の
活
用

を
希
望
す
る
医
療
機
関
か
ら
応
募

が
あ
っ
た
場
合
、
市
は
、
応
募
事

業
者
が
運
営
を
開
始
す
る
時
期
に

合
わ
せ
、
両
病
院
を
閉
院
す
る
こ

に
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
施
設

管
理
経
費
の
削
減
な
ど
で
、
令
和

12
年
度
に
約
５
千
万
円
の
黒
字
化

を
目
指
し
ま
す
。

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

再
編
は
、
地
域
医
療
を
守
り
続

け
る
た
め
の
重
要
な
決
断
で
す
。

何
卒
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
民
間
医
療
機
関
の
応
募
が
な

く
、
市
で
若
柳
病
院
、
栗
駒
病

院
の
外
来
診
療
を
継
続
す
る
場

合
、
診
療
所
設
置
の
考
え
は
な

い
の
か
。
ま
た
、
継
続
す
る
場

合
の
期
限
は
あ
る
の
か
。

答
　
病
院
活
用
事
業
者
の
募
集
を

行
い
、
応
募
が
あ
れ
ば
、
そ
の

民
間
医
療
機
関
に
引
き
続
き
お

願
い
し
、
応
募
が
な
か
っ
た
場

合
は
、
市
が
当
面
の
間
外
来
を

継
続
す
る
。
将
来
は
、
病
院
で

な
く
診
療
所
と
い
う
形
で
残
し

た
い
。
ま
た
、
そ
の
期
限
は
、

現
時
点
で
明
言
で
き
な
い
が
、

で
き
る
だ
け
継
続
し
た
い
。

問
　
若
柳
病
院
や
栗
駒
病
院
か
ら

の
転
院
で
必
要
な
病
床
数
は
、

現
在
の
栗
原
中
央
病
院
だ
け
で

十
分
受
け
入
れ
可
能
と
の
こ
と

だ
が
、
病
院
活
用
事
業
者
の
募

集
は
、
外
来
の
み
行
う
病
院
を

募
集
す
る
の
か
。

答
　
入
院
も
実
施
し
て
も
ら
い
た

い
が
、
応
募
者
の
提
案
内
容
で

外
来
し
か
で
き
な
い
と
い
う
提

案
が
あ
っ
た
場
合
は
、
協
議
に

よ
り
判
断
し
た
い
。

問
　
応
募
条
件
を
市
内
の
医
療
機

関
に
限
定
し
た
理
由
は
何
か
。

答
　
地
域
医
療
を
支
え
る
市
内
の

医
療
機
関
の
皆
さ
ま
の
意
向
を

優
先
に
考
え
、
市
内
の
医
療
機

関
に
限
定
し
た
。

問
　
応
募
が
あ
る
ま
で
募
集
し
続

け
る
の
か
。

答
　
再
募
集
を
行
う
か
は
そ
の
時

点
で
判
断
し
て
い
く
。

問
　
統
合
再
編
は
仕
方
な
い
。
赤

字
改
善
に
向
け
人
件
費
の
削
減

を
行
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
信

頼
さ
れ
る
市
立
病
院
と
な
る
た

め
に
、
優
秀
な
人
材
確
保
や
定

着
が
重
要
だ
と
思
う
。

答
　
主
な
収
入
で
あ
る
診
療
報
酬

は
、
国
で
決
め
て
お
り
値
上
げ

が
で
き
ず
、
人
件
費
な
ど
の
経

費
を
い
か
に
削
減
す
る
か
が
重

要
に
な
る
。人
件
費
の
削
減
は
、

定
年
退
職
に
合
わ
せ
た
採
用

人
数
で
調
整
し
て
い
く
。ま
た
、

優
秀
な
医
師
や
看
護
師
の
確

保
に
引
き
続
き
努
力
す
る
。

問
　
無
料
乗
車
証
制
度
は
、
ど

の
よ
う
な
内
容
か
。

答
　
再
編
で
栗
原
中
央
病
院
に

転
院
さ
れ
た
入
院
患
者
の
家

族
を
対
象
に
、
若
柳
病
院
の

場
合
は
市
民
バ
ス
若
柳
線
、

栗
駒
病
院
の
場
合
は
岩
ケ
崎

線
を
活
用
し
、
栗
原
中
央
病

院
間
の
ど
の
バ
ス
停
か
ら
も

乗
車
で
き
る
無
料
乗
車
証
の

交
付
を
予
定
し
て
い
る
。

市立病院を再編
～栗原の地域医療を守るために～

病院再編説明会
Q＆A



どんな悩みでも、気軽
に話してください。私た
ちは、ただ聞くだけでは
なく、悩みが解決するよ
うに寄り添います。遊び
に来るだけでもいいです
よ。いつでも、お待ちし
ています。

誰にでも暮らしの中で不安や悩みを抱えることがあります。
仕事、家計のやりくり、家族のこと、住まいなど、悩みは人
それぞれです。

誰に相談したらいいか分からないとき、栗原には「ひあり
んく栗原」があります。「こんなこと相談してもいいの？」と
思うことも、まずは、相談してください。

少しずつ、人と話せる
ようになりました。

ひありんく栗原
□問 ひありんく栗原　☎（２２）７６３１

ひありんく栗原へ相談を希望する場合、次の日程で相談
ができます。申し込み不要、秘密厳守で相談も無料です。

常時相談
●時間　月曜日～金曜日  ※年末年始・祝日を除く

午前８時３０分～午後５時１５分
●場所　市役所１階

市民生活部社会福祉課内

くらし・しごとお悩み出張相談会
毎月１回程度、各地区を巡回して開催する

相談会を開催しています。
●日時　９月１５日（火）

午後１時３０分～３時３０分
●場所　一迫総合支所

栗原市自立相談
支援センター
ひありんく栗原

ウェブサイト

（３０代男性）

ひありんく栗原が行う就労支援事業の受け
入れ先として、協力をする事業者に、話を伺
いました。

皆さん本当に真面目で素直。一生懸命仕事
に取り組んでくれるので、とても助かってい
ます。

最初は、緊張してなかなか話せない人もい
ますが、様子を見ながら少しずつ声を掛けて
いくと、だんだん打ち解けて、自分から話し
てくれるようになります。

私たちは「こうしなさい」と指示をするので
はなく「こうすると楽になるよ」と伝えること
を大切にしています。あとは本人に任せてい
て、「自分で、できた」という経験を重ねるこ
とが、自信につながっているのではと感じて
います。

これからも受け入れを続けていきたいです。

 しら とり せい き

白鳥  誠喜 さん
    ま き

真紀 さん
（築館沖富）

協力事業者（農業）

市ウェブサイト

くらし・しごとの
お悩み出張相談会
相 談 日 一 覧 さ さ き   え

佐々木 よし江 さん

ひありんく栗原
所長兼主任相談員

　ひありんく栗原の就労準備支援を
利用する人に感想を聞きました。

これまでにサポートを受けた就労支援
協力事業者の農家を紹介してもらい、田植え

などの農作業に何度か参加しました。

ひありんく栗原を利用した感想
ひありんく栗原では、相談者のペースに合わ

せて親身になって話を聞いてくれるので、安心
して話すことができました。

利用前と比べて、自身の中で変わったこと
以前は知らない人と話すことが苦手でしたが、

今では多少話せるようになったと感じています。

今の目標
継続して働き、安定した収入を得たいです。

同じように悩んでいる人へ、メッセージ
色々な人の話を聞いてみることが大切だと思

います。多様な価値観に触れることで、自分の
考え方も少しずつ変わっていくと思います。

ひありんく栗原は、
どんな所？

市が行う「生活困窮者自立支援事業」の専門相談窓口と
して、ひありんく栗原を設置しています。

どんな小さな困りごとや不安でも、まずはゆっくり聞
かせてください。一緒に課題を整理しながら、解決に向
けて寄り添い、サポートします。

相談する

電話や窓口で悩みごと
を相談してください。

1 必要な支援に
つなぐ

一人一人の状況に応じ
て、適切な支援や関係
機関と連携します。

3 解決まで伴走

自立に向けて、解決ま
で継続してサポートし
ます。

4一緒に整理

相談員が丁寧に話を伺
い、課題を一緒に整理
します。

2

幅広い悩みの
相談ができる

ひありんく栗原が相談
を受け付け、サポートを
する一例を紹介します。

● 仕事
仕事をしたことがない、長く続

けられないなど、仕事に関する悩み
□ハローワークなどと連携した就

労相談や紹介
□就労準備支援として、協力事業

者と連携した就労体験

● 家庭
家族のことに関する悩み

□家族との関係悪化やトラブルな
ど家族関係の相談

□子どもや高齢者向けの支援制度
紹介、関係機関と連携サポート

● 家計
収入が少なく、家計が苦しいな

ど、家計に関する悩み
□家計の見直しや生活費の相談
□各種制度の案内や申請に向けた

サポート
□弁護士相談、同行支援

● 住まい
住むところがない、家賃を支払

えないなどの住まいに関する悩み
□住居確保のサポート
□住宅入居費・家賃支援などの制

度案内

～仕事や家計、家族、住まいのことなど、困りごとを相談しませんか？～

ひとりで抱え込まないでInterview Voice

市からのお知らせ 市からのお知らせ

５　　広報くりはら　令和８年９月１日 広報くりはら　令和８年９月１日　　４
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まちの話題MACHI no WADAI
YouTube栗原市チャンネル
　     https://www.youtube.com/c/KuriharacityJp_miyagiＵＲＬまちの話題 MACHI no WADAI ※イベント情報など

　日々配信中！

栗原市Facebook
　     https://www.facebook.com/kuriharacityＵＲＬ

　７月２１日（火）から８月７日（金）にかけて、市
内１３事業所で「親子工場見学ツアーｉｎくりは
ら」を開催しました。この催しは、市内の事業所
を子どもたちに知ってもらい、将来的な人材確保
を目的に県と市が共催したもので、今年で４回目
の開催になります。
　このうち、７月２８日（火）に開催した伊藤ハム
米久プラント株式会社東北工場の見学では、親子
など１８人が、商品の製造工程を学んだ他、商品
の飾り切りなどを楽しみました。

　７月１９日（日）、栗原文化会館で「第４回くり
はら神楽まつり」が開催されました。
　この催しは、宮城県北・岩手県南を中心に伝わ
る郷土芸能「南部神楽」の保存と伝承を図るため、
栗原市神楽保存伝承協議会が開催したものです。
　当日は、市内で活動する８団体が、神に奉納す
る式舞や、物語を題材とした劇舞を披露し、訪れ
た約３３０人の来場者は、長く受け継がれてきた
神楽を間近でじっと見入り、時折拍手を送るなど
しながら、その魅力に引き込まれていました。

　８月１日（土）、若柳総合体育館で「豊田合成東
日本（株）ウルフドッグス名古屋バレーボール教
室」を開催しました。
　バレーボールの国内トップリーグに参戦するウ
ルフドッグス名古屋のスタッフで、市出身・元選
手の佐藤和哉さんと、現役選手の山崎彰都さんを
講師に、市内の小・中学生約９０人が２時間にわ
たる技術指導を受けました。子どもたちは、トッ
プレベルの技術を間近で感じながら、基礎から実
践的なプレーまで、真剣に取り組みました。

　市内各地で夏祭りが開催され、今年も栗原の夏を熱く盛り上げました。
　江戸時代から続く伝統の祭りや創意工夫が詰まった催し、幻想的な雰囲気の花火大会が開催されるな
ど、栗原の夏の光景が各地区に広がり、どの会場もにぎわいました。

①きらびやかな９台の山車が競演した、くりこま山車まつり
②手作りみこしが会場を盛り上げた、第６９回泉のふるさと “たかしみず”夏まつり
③しづはた姫コンテスト２０２６（中央が今年のミスしづはた姫）
④築館薬師太鼓が会場を沸かせた、つきだて七夕まつり
⑤文字甚句も盆踊りもみんなで一緒に、うぐいすの里夏まつり
⑥白熱したソフトクリーム早食い競争、はなやま夏まつり
⑦大型灯ろうに願いを込めた、一迫地区の第３１回灯ろう祭
⑧地元中学生のパフォーマンスが映えた、２０２６せみね夏祭り
⑨⑩手作りの丘絵灯ろうが幻想的に会場を飾った、若柳夏まつり花火大会

② ③ ④

⑤ ⑥

⑧ ⑨

⑦

⑩

①

市内各地で夏祭り開催

イ ン

　８月４日（火）から９日（日）にかけて、栗原文化
会館で「第２９回栗原市工芸展」を開催しました。
　この催しは、市内を拠点に活動する陶芸や彫刻
家などの工芸作品を展示しようと開催したもの
で、毎年多くの来場者でにぎわいます。
　期間中、会場には、つぼや大皿、能面、ヒョウ
タンを材料にしたランプなど約１４０点の作品が
展示され、訪れた人たちは、作品のテーマや制作
の様子を作家に質問をしながら、じっくりと１つ
１つ作品を鑑賞していました。

さ   とう  かず   や                                                                           やま  ざき  あき   と

身近な工場を親子で学ぶ 神楽の魅力を未来へつなぐ

プロ直伝バレーボール教室市工芸展に力作そろう

躍動する

栗原の夏
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まちの話題MACHI no WADAI
YouTube栗原市チャンネル
　     https://www.youtube.com/c/KuriharacityJp_miyagiＵＲＬまちの話題 MACHI no WADAI ※イベント情報など

　日々配信中！

栗原市Facebook
　     https://www.facebook.com/kuriharacityＵＲＬ

　８月５日（水）、高清水総合支所で「リフレッシュ
カレッジ」を開催しました。この催しは、講座や体
験を通じ、日々の生活を生き生きしたものにしよう
と市が開催したものです。
　瀬峰地区と高清水地区から２５人が参加し、「がん
予防」をテーマに講座を受講しました。また、会場
には、野菜摂取量が不足していないか調ベるコー

ナーや、乳がん
の早期発見につ
ながるコーナー
が設けられ、参
加者たちは、自
分の健康を見つ
め直していまし
た。

　８月２日（日）、栗原文化会館で「Sun Cue Summer 
Day Hula やっぱ夏だよね！ in KURIHARA」が開催
されました。
　ステージでは、色鮮やかな衣装に身を包んだ約
１４０人の出演者が、フラダンスやタヒチアンダン
スなどの華やかな踊りを披露し、会場を訪れた観客
約８００人から、大きな歓声と拍手が送られまし

た。
　その他、会場
ではハワイアン
ワンピースなど
の販売もあり、
訪れた人たちは、
南国気分を楽し
んでいました。

　８月１１日（火）、一迫地区の旧姫松小学校にて、
校舎の解体を前にした、一般開放が行われました。
　この催しは、地域の人たちの要望を受け、一迫地
区姫松コミュニティ推進協議会が、お盆期間に合わ
せ開催したものです。
　開放された校舎には、卒業生など約６０人が訪れ
ました。教室を巡りながら、当時の思い出を懐かし

そうに振り返っ
た他、久しぶり
に再会した同級
生や地域の人た
ちとの会話にも
花が咲き、特別
なひとときを過
ごしていました。

　８月４日（火）、くりこま高原駅前ロータリーで清
掃ボランティア活動が行われました。
　この活動は、志波姫ライオンズクラブが帰省客で
にぎわうお盆期間を前に、ＪＲくりこま高原駅周辺
の景観を整備しようと、３年ぶりに行ったものです。
　志波姫ライオンズクラブの会員やその家族など
１７人が、早朝から歩道の除草や側道にたまった土

を黙々と取り除
きました。約１
時間の作業で軽
トラック１台分
の草などが集め
られ、駅前に美
しい景観が戻り
ました。

　７月２４日（金）から８月８日（土）、栗駒地区の馬
場通り商店街で「2026STONES写真展」が開催され
ました。この写真展は、市内の写真愛好家９人が日
頃撮りためた写真を発表しようと企画したもので、
今年で１１回目の開催となります。
　期間中は、撮影した写真家の感性が生きる人物写
真や伊豆沼などの市内風景写真など約３０点が展示

され、来場者は、
主催者から撮影
方法や撮影時の
エピソードなど
を聞きながら、
１点１点をじっ
くりと鑑賞をし
ていました。

　９月２１日（月）から２３日（水）にかけて、東京
都品川区の大井ホッケー競技場で開催される「第
４９回全日本Ｕ－１２ホッケー交流大会」に、市
内から３チームが出場します。今回出場するの
は、築館ホッケースポーツ少年団の男子、女子
チームと、一迫ホッケースポーツ少年団の男子
チームです。
　各チームは全国大会に向け、本番でも実力が発
揮できるよう、チーム一丸となってさらに練習に
励んでいます。

　８月１日（土）、一迫老人福祉センターで「第一
回ほっこりこども食堂～夏まつり～」が開催され
ました。
　この催しは、市内のスーパーや各家庭から寄付
された食品などを有効活用しようと、フードバン
ク栗原ほっこりが、始めて開催したものです。
　当日は、ボランティアが調理した夏野菜カレー
が昼食に振る舞われた他、子ども縁日コーナーも
設けられ、参加した約５０人の家族連れが、楽し
いひとときを満喫しました。

〔上から〕一迫ホッケースポーツ少年団、築館ホッケースポーツ少年団

　自分の身の回りのこと
は、自分でやる気持ちで、
毎日を過ごしています。
デイサービスに通うこと
や、歌を歌うことが楽し
みです。長寿の秘訣は、
何でもおいしく食べて、
ゆっくり休むことです。

菅原 通男 さん
（築館根岸）

すが わら    みち   お きた やま  ひろし

北山 浩 さん
（金成南１）

　自宅に電気店を構え、
長男と共に家電の販売な
どで、家計を支えました。
　現在は、入浴など、自
分でできることが多く、
テレビ鑑賞が好きで、相
撲や時代劇の番組を楽し
みに過ごしています。

アンダー

サ ン

デ イ フ ラ イ ン ク リ ハ ラ

キュー

ス ト ー ン ズ

サ マ ー

　９月１０日（木）から１３日（日）にかけて青森県
で開催される「第８０回国民スポーツ大会の会期
前Ⅰ実施競技」に、市内の選手が出場します。

相撲競技
（成年男子団体）

後藤 大翔 さん
（栗駒中文字）

ご   とう    ひろ  と

相撲競技
（少年男子団体）

加美農業高等学校
２年 熊谷 収 さん

（栗駒上野）

くま がい  しゅう

ローイング競技
（成年女子ダブルスカル）

明治大学
３年 大場 日湖 さん

（若柳米ヶ浦１）

おお   ば       に    こ

ひ    けつ

　各地区の催しを、毎月５地区ずつ紹介します。
　取材を希望する場合は、催しを開催する２カ
月前までに、市政情報課（☎22-1126）へ連絡
してください。

MACHI no
WADAI

まちの話題
ズームアップ

日々の生活を生き生きと

フラが運ぶ南国の風

解体を前に特別な時間お盆を前に駅前を美しく

感性で一瞬を切り取る写真展

一迫地区で子ども食堂開催

力を合わせ全国へ

　大正、昭和、平成、令和。
激動の４つの時代を駆
け抜け、思いを紡いで
１世紀。
　１００歳の誕生日を
迎えた２人を紹介します。

長寿１００歳
おめでとう
ございます

国民スポーツ大会出場



みんなの健康

広報くりはら　令和８年９月１日　　１０１１　　広報くりはら　令和８年９月１日

みんなの健康

栗原市の市外局番　0228

月日 医　　　科 歯　　科 調剤薬局

９月は認知症月間

認知症予防と早期対応
７月の３歳児健診で、むし歯のなかった子どもたちを紹介します。

※了解を得た人のみ掲載しています。

市ウェブサイト

休日当番医・市の医療

●診察時間　午前９時～午後５時
●受診方法　必ず電話で症状を伝え受診
●持 ち 物　マイナ保険証など

※医療機関によっては、対応できない診療科目があります。
※当番医の診察時間に、２次救急医療施設の栗原中央病院を
　直接受診することは、控えましょう。
※休日当番医は、変更になる場合があります。最新の情報は
　右の二次元コードで確認してください。

休日急患診療当番医・調剤薬局 市民生活部健康推進課 ☎（２２）０３７０問

予防のカギは「生活習慣改善」
６５歳以上の３人に１人が、
認知症、またはその予備群と言
われています。発症や症状の進
行を遅らせるためには、日々の
生活習慣がカギになります。栄
養バランスのとれた食事と適度
な運動を心がけると共に、趣味
などを通じて「人との交流」を持
ち続けることが大切です。
早期発見のサイン
認知症は、加齢による単なる

「物忘れ」とは異なります。次の
のようなサインに気付いたら、
早めに相談しましょう。
□同じことを何度も言ったり聞
いたりする。

□慣れた場所で、道に迷う。
□段取り良く行動できない。
□家事や日課のミスが増えた。
一人で悩まず、早めに相談を
もし認知症と診断されても、
そこから何もできなくなるわけ
ではありません。周囲のサポー

トを活用し、地域社会とのつな
がりを持ちながら、発症前と変
わらない「自分らしい生活」を送
っている人がたくさんいます。
暮らしの中で気になることが
あれば、一人で抱え込まず、か
かりつけ医や、最寄りの地域包
括支援センターに相談してくだ
さい。早期対応が、
自分らしい生活を
長く続けることに
つながります。

医療局医療管理課 ☎（２１）５６３１問
夜間の救急対応

　夜間の救急患者の受け入れは、２次救急医療施設
の栗原中央病院で対応しています。夜間は、限られ
たスタッフで対応するため、できるだけ、かかりつ
け医などの医療機関を日中に受診してください。

医療局医療管理課 ☎（２１）５６３１問
栗原市立各診療所の休診

９ 月 高清水 瀬  峰 鶯  沢 花  山
２４日（木）
２５日（金）

休　診 診　療 休　診 休　診

―

―

―

―

9/6
（　）日

13
（　）日

20
（　）日

敬老の日

21
（　）月

国民の休日

22
（　）火

秋分の日

23
（　）水

27
（　）日

宮城島クリニック
［一迫］☎（52）2881
若柳消化器内科
［若柳］☎（32）2316
までなクリニック
［築館］☎（25）4121
石橋病院
［若柳］☎（32）2583
日野外科内科
［築館］☎（22）2005
伊礼整形外科
［築館］☎（22）0066
阿部内科医院
［若柳］☎（32）6929

まるき内科クリニック
［志波姫］☎（24）8073
栗原市立栗駒病院
［栗駒］☎（45）2211
萩野診療所
［金成］☎（44）2005
栗原市立瀬峰診療所
［瀬峰］☎（38）3121
栗原市立鶯沢診療所
［鶯沢］☎（55）3511
高橋ハートクリニック
［瀬峰］☎（59）2005
たまがけ医院
［一迫］☎（52）5115

三浦歯科医院
［若柳］☎（32）6310
菊池歯科医院
［一迫］☎（52）2029
しらいし歯科クリニック
［若柳］☎（35）1182

一迫薬局
［一迫］☎（52）4614
サトウ調剤薬局
［若柳］☎（25）4530
ドレミファ薬局
［築館］☎（24）8708
恵薬局
［若柳］☎（32）6375
薬師調剤薬局
［築館］☎（21）2555
しぶや薬局
［築館］☎（21）2888
阿部内科医院（院内）
［若柳］☎（32）6929

マリーン調剤薬局 志波姫店
［志波姫］☎（23）3520
サタケ調剤薬局
［栗駒］☎（45）5598
ありかべ調剤薬局
［金成］☎（44）2586
さくら薬局 瀬峰店
［瀬峰］☎（59）2051
さくら薬局 鶯沢店
［鶯沢］☎（55）2566
せみね調剤薬局
［瀬峰］☎（38）3178
ひまわり薬局
［一迫］☎（57）6035

（　　　）築　館
佐藤 旭さん
 さ とう あさひ

（　　　）築　館
佐藤 杏樹さん
 さ とう あん じゅ

（　　　）築　館
佐藤 穂空さん
 さ とう ほ たか

（　　　）築　館
中村 光来さん
 なか むら み くる

（　　　）築　館
三浦 菜々美さん
 み うら な な み

（　　　）若　柳
千葉 陽菜子さん
 ち ば ひ な こ

（　　　）一　迫
大場 葵さん
 おお ば あおい

（　　　）鶯　沢
尾形 衣都さん
 お がた い と

（　　　）志波姫
住吉 雫さん
 すみ よし しずく

（　　　）一　迫
　根 悠世さん
 そ ね ゆう せい

（　　　）若　柳
　原 未羽さん
 すが わら み う

市ウェブサイト

認知症関連情報



１３　　広報くりはら　令和８年９月１日 広報くりはら　令和８年９月１日　　１２

KOSODATE no WA学びのひろば MANABI no HIROBA

献立作成者

食生活改善推進員協議会築館分会　佐藤 妙子

※1人当たりの栄養価 ： 108kcal、たんぱく質4.1ｇ、塩分0.9ｇ

はっと作りに挑戦
さ   とう    たえ   こ

野菜たっぷりラタトゥイユ

み   うら     く     み

　栗駒中学校は、生徒会活動が大変活発で、生徒が自分たちで
学校生活をつくりあげています。最近は、生徒たちの少数意見
を積極的に取り上げ、生徒会執行部が中心となって校則の見直
しを行い、外靴と靴下の色などの自由化を実現しました。
　また、各行事の企画や運営も生徒主体で進めることが多くあ
ります。５月の体育祭は、実行委員会が企画したオリジナル種
目で大いに盛り上がりました。どの行事でも、最後は全校生徒
で円陣を組み、声高らかに校歌を歌い上げるのが定番です。
　自分たちの手で充実した学校生活をつくりあげ、生徒同士の
絆を深める。そんな素晴らしい伝統をこれからも受け継ぎ、生
徒たちは、生き生きと輝き続けます。

生徒が主役
みんなでつくる栗駒中学校

　栗駒子育て支援センターは、９月
１７日（木）に、鶯沢子育て支援セン
ターと合同で「親子講座」を開催しま
す。親子で触れ合いながら、一緒に楽
しい時間を過ごしませんか。
　市内どの地区からでも参加できま
す。ぜひ参加してください。

親子で触れ合い遊びを楽しもう

　７月１５日（水）に講師を招き、親子講座を開催しました。講座では
わらべ歌を歌いながら、触れ合い遊びを楽しみ、子どもたちは、終始
にっこり笑顔でした。また、保護者から「子どもと、ゆったりした時
間を過ごせて、とても良かった」、「親が楽しむことで、子どもも安心
できると実感した」と好評でした。

食生活改善推進員 志波姫分会  三浦 久美

●おひざでにこにこおはなし会
　築　館　１７日（木）　午前１０時３０分
●リトミック教室
　若　柳　２５日（金）　午前１１時
●触れ合い遊びをしよう
　栗　駒　１７日（木）　午前１０時３０分　先着２０組
　志波姫　１７日（木）　午前１０時３０分　　９日（水）
●体を動かして遊ぼう
　高清水　　４日（金）　午前１０時２０分　　３日（木）
●つくってあそぼう
　一　迫　　７日（月）～１１日（金）　午前１０時
●８月と９月生まれの誕生会
　瀬　峰　１５日（火）　午前１０時３０分　　１０日（木）
　金　成　１０日（木）　午前１０時３０分　　７日（月）
●運動会ごっこ
　鶯　沢　２９日（火）　午前１０時　　　　　１８日（金）

申

申

申

申

申

❶

❷

❸

❹

ズッキーニとナスは１センチメート
ル幅の半月切り、タマネギは２セン
チメートルの角切り、パプリカは一
口大の乱切りにする。ベーコンは１
センチメートル幅に切る。
フライパンにオリーブオイルをひ
き、中火でニンニクを炒める。香り
が立ったら、①とシメジを加え、野
菜が少ししんなりするまで炒める。
②にＡを入れ、ふたをして時々かき
混ぜながら、弱火で１５分ほど煮る。
こしょうを加え、中火にしてかき混
ぜながら、とろみがつくまで水分を
飛ばすように煮詰めたら完成。

つくり方

ポイント 季節ごとに旬の野菜を使ってアレンジでき、作り置きもできる一品です。

９月

掲載以外にも開催
している行事が
あります。

子育て

市ウェブサイト

親子講座
瀬峰子育て支援センター

センターからの連絡帳
　次の行事に参加を希望する場合は、行事を開催するセンターに電話で予約してください。
●運動会
　栗　駒　　１０月７日（水）　　午前１０時　　先着１５組

記号の説明 申込期限申

　私たちは、地域の皆さんの健康づくりをサポートするため、
日頃から食育活動をしています。
　活動を通して「食の大切さ」をより分かりやすく伝えるため、
今回は会員向けの自主学習会として、２種類のはっとを作りま
した。野菜をたっぷり使ったはっと汁は、減塩を心掛け、みん
なで味見を重ねて仕上げました。小豆ばっとは、初めて作る会
員もいて、作り慣れた会員にコツを教わりながら、無事に完成
し、どちらも出来たてを味わい、感想を語り合いました。
　後日、家でも実践したところ、家族から「また食べたい」と大
好評で、身近なところから、食の楽しさが広がる喜びを実感し
ています。これからも、地域の皆さんにおいしく健康的な食生
活を提案できるよう、活動を続けていきます。

材料（４人分）
ズッキーニ 1本（150g）
ナス 1本（80g）
タマネギ 1/2個（100g）
赤と黄パプリカ
 各1/2個（75g）
シメジ（小房に分ける） 50g
ニンニク（みじん切り） 1かけ
ベーコン 1パック（32g）
オリーブオイル 大さじ1
　　カットトマト缶
 1缶（400g）
　　減塩コンソメ 固形2個
こしょう 少々

Ａ

子育て支援センター
【利用時間】月～金曜日 午前９時～午後５時
　　　　　土曜日（交代制） 午前９時～午後５時

※土曜日に利用できるセンターは、毎月変わります。

●９月の土曜日に利用ができるセンター

●築　館 ☎（２２）９７５２
●若　柳 ☎（３２）３２４３
●栗　駒 ☎（４５）５５８１

【利用時間】第２・４週木曜日　午前９時３０分～１１時３０分
●花　山 ☎（５２）３９２５ ※利用日の２日前までに電話で予約が必要です。

●高清水 ☎（５８）２３５０
●一　迫 ☎（５２）３９２５
●瀬　峰 ☎（３８）２２５０

●鶯　沢 ☎（５５）３１７８
●金　成 ☎（４２）３２５１
●志波姫 ☎（２２）８６１１

栗駒中学校

ア ル バ ム
思い出の

市内にお住まいの人なら、どの
センターでも利用できます。
妊婦さんや里帰りの人も気軽に
遊びに来てください。

センター名 利用可能日 休業日

一　迫 　５日（土）

瀬　峰 １２日（土） 　７日（月）

センター名 利用可能日 休業日

鶯　沢 １９日（土） １４日（月）

金　成 ２６日（土） ２４日（木）



１５　　広報くりはら　令和８年９月１日 広報くりはら　令和８年９月１日　　１４各保健推進室の問い合わせ先　 市外局番 0228　 築館 ・ 志波姫 ☎（２２）１１7１　 若柳 ・ 金成　 ☎（３２）２１２6　 栗駒 ・ 鶯沢 ☎（４５）２１37　 高清水 ・ 瀬峰 ☎（５８）２１１9　 一迫 ・ 花山 ☎（５２）２１30

イベント名 時 間 場 所開催日 問合せ先 開催日 イベント名 時 間 場 所 問合せ先

9 月
202６年

掲載の情報以外は、
市ウェブサイトをご覧ください。

栗原市ウェブサイト

凡　例

母子手帳交付日　　　9：00～１２：００ 市立図書館　10：30～10：50
　　　　　　14：30～15：00
若柳公民館　10：00～11：00
栗駒図書室　10：00～10：30

おはなし会　☎（21）1403金成延年閣　　　　　 10：30～11：30
イオンスーパーセンター栗原志波姫店
　　　　　　　　　　 15：00～15：40
志波姫小学校前駐車場 16：00～16：30

若柳総合支所　 14：00～14：30
瀬峰総合支所　 14：00～14：30
鶯沢小学校　　 13：35～14：25
鶯沢総合支所　 14：35～14：55
高清水総合支所 15：00～15：30

移動図書館車
「ブッくる号」
☎（21）1403
※悪天候中止

開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先各種相談

開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先その他のセミナー

１ 日（火）

２ 日（水）

３ 日（木）

４ 日（金）

５ 日（土）

６ 日（日）

７ 日（月）

８ 日（火）

９ 日（水）

１０ 日（木）

１１ 日（金）

１２ 日（土）

１３ 日（日）

１４ 日（月）

15 日（火）

16 日（水）

17 日（木）

18 日（金）

19 日（土）

20 日（日）

21 日（月）

22 日（火）

23 日（水）

24 日（木）

25 日（金）

26 日（土）

27 日（日）

28 日（月）

29 日（火）

30 日（水）

栗原市メンタルヘルス相談 4日（金） 各保健推進室14：30～17：00市役所 11日（金）

臨床心理士によるひきこもり専門相談 7日（月） 大崎保健所栗原支所
（22）211813：30～16：40大崎保健所栗原支所 10日（木）

人権相談 仙台法務局古川支局
0229（22）051010：00～15：00

築館総合支所 8日（火）、 24日（木）

一迫総合支所 17日（木）

各保健推進室10：00～12：00すくすく育児相談 18日（金）築館保健センター

各保健推進室10：00～16：00のびのび子育て相談 25日（金） 18日（金）市役所

28日（月） こども家庭センター
（24）881114：00～16：30くりっ子ドクター子育て相談室 29日（火）栗原中央病院

傾聴サロン秋桜 健康推進課
（22）03709：30～11：30市民活動支援センター 9日（水）、 26日（土）

こす もす

オレンジカフェ　あっぷる 10：00～12：00 ウジエスーパー若柳店 オレンジカフェ　あっぷる
080（9691）4665

オレンジカフェ　ひよっこ 10：00～12：00 オレンジカフェ　ひよっこ〔金成〕 オレンジカフェ　ひよっこ
（44）2046

田んぼダム巡回パネル展示 9：00～16：30
11日（金）まで 栗駒総合支所 農村整備課

（22）1138

田んぼダム巡回パネル展示 9：00～16：30
25日（金）まで 若柳総合支所 農村整備課

（22）1138

田んぼダム巡回パネル展示 9：00～16：30
１０月９日（金）まで 志波姫総合支所 農村整備課

（22）1138

つきだて朝市 6：00～7：30
20日（日）も開催 市役所前 築館朝市運営委員会

090（2271）9392

東北職業能力開発大学校
オープンキャンパス

午前の部10：00～12：30
午後の部13：00～15：30 東北職業能力開発大学校 東北職業能力開発大学校

（22）6614

令和８年度栗原市戦没者追悼式 10：00～11：00 志波姫この花さくや姫プラザ 社会福祉課
（22）1340

オレンジカフェ　マロンかふぇ 10：00～12：00 オレンジカフェ　マロンかふぇ
（24）9707リハカフェ ALAISE〔若柳〕

ア レ ー ズ

オレンジカフェ「こっから」 10：00～12：00 オレンジカフェ「こっから」
（24）8512文具・雑貨さるぶん〔栗駒〕

オレンジカフェ　語りすと 10：00～12：00 オレンジカフェ　語りすと
cafe.catalyst.customer@gmail.comカフェ　カタリスト〔築館〕

オレンジカフェ「つづらふじ」 10：00～12：00 オレンジカフェ「つづらふじ」
090（8788）3059一迫老人福祉センター

若柳総合体育館 前日正午 若柳総合体育館 （32）3313
19：00～20：00９日（水）、 30日（水）

11：00～12：005日（土）、 19日（土）

トレーニングルーム利用講習会 当日正午19：30～20：30毎週木曜日
11：00～12：0016日（水）

前日
栗駒総合体育館 （45）588513：00～14：00栗駒総合体育館 毎週日曜日

やさしいヨガ教室 前日 栗駒総合体育館 （45）5885栗駒総合体育館
19：00～20：00毎週水曜日（23日除く）
10：30～11：30毎週土曜日（26日除く）

前日 栗駒総合体育館 （45）588514：00～14：45かんたん筋トレストレッチ教室 毎週金曜日栗駒総合体育館

オレンジカフェ　六日町 10：00～12：00 オレンジカフェ　六日町
（49）1565

グループホーム
チャレンジド岩ケ崎

オレンジカフェ「アクア」 13：30～15：30 オレンジカフェ「アクア」
（24）7820

高清水保健福祉センター
（ほっと館）

オレンジカフェ　いちごの花 10：00～12：00 コミュニティカフェ　ル・リアン
〔志波姫〕

オレンジカフェ　いちごの花
090（8252）6669

オレンジカフェ『どんぐり』 10：00～12：00 オレンジカフェ『どんぐり』
080（9001）8218湖畔のみせ　旬彩〔花山〕

くらし・しごとのお悩み出張相談会 自立相談支援センター  ひありんく栗原
（22）763113：30～15：30 一迫総合支所

秋のマルシェ 10：00～15：00 若柳ドリーム・パル わくわくマルシェ実行委員会
090（8616）5496

栗原市精神障がい者家族連合会
（45）463010：00～12：00心の病を持つ方の家族会 12日（土）市民活動支援センター

精神保健福祉士による依存症専門相談
（アルコール・ギャンブルなど） ４日（金） 大崎保健所栗原支所

（22）211813：00～16：20大崎保健所栗原支所 ９日（水）

オレンジカフェ　すまいる 10：00～12：00 オレンジカフェ　すまいる
080（6058）0429瀬峰公民館

がんサロン「サロンdeよらいん」 14：00～15：30 栗原中央病院 栗原中央病院
（21）5330

デ

9：30～16：30
13日（日）まで

くりはら遺跡発掘「令和７年度実施
の発掘調査展」

一迫埋蔵文化財センター
（山王ろまん館）

文化財保護課
（42）3515

くりはら　おと♪の市 11：00～16：00 イオンスーパーセンター
栗原志波姫店

くりはら　おと♪の市事務局
岩渕 090（1068）5490

オレンジカフェ　若柳しもまち 10：00～12：00 若柳下町コミュニティセンター オレンジカフェ　若柳しもまち
090（7069）5507

くりでん乗車会 10：00～15：30
２０日も開催 くりはら田園鉄道公園 くりはら田園鉄道公園

（24）7961

みんなでしあわせになるまつり2026 9：00～15：00 六日町通り商店街〔栗駒〕 みんなでしあわせになるまつり
実行委員会事務局 （45）2191

10：00～15：30
22日も開催レールバイク乗車会 くりはら田園鉄道公園 くりはら田園鉄道公園

（24）7961

10：00～17：00くりはら田園鉄道公園秋まつり くりはら田園鉄道公園 くりはら田園鉄道公園
（24）7961

10：30～11：30川のはたらきを体験しよう！ 栗駒山麓ジオパーク
ビジターセンター

栗駒山麓ジオパーク推進協議会
（24）8836

10：30～11：30岩石標本をつくろう！ 栗駒山麓ジオパーク
ビジターセンター

栗駒山麓ジオパーク推進協議会
（24）8836

14：30～16：00令和８年度第２回子育て講演会 志波姫この花さくや姫プラザ 学校教育課
（42）3512

17：30～18：30細倉マインパークナイトウォーク
アドベンチャー 細倉マインパーク 栗駒山麓ジオパーク推進協議会

（24）8836

10：00～16：00 栗駒山麓ジオパーク
ビジターセンター

栗駒山麓ジオパーク推進協議会
（24）8836KURIHARA TRAIL DAYS 2026

ク　  リ　 ハ　　ラ　　  ト レ イ ル　　　デ イ ズ

10：00～17：00　20日まで
（最終日は16：00まで）第19回夢玄面友会　能面展 栗原文化会館 夢玄面友会事務局

（52）2588

くりはらマルシェ2026inくりこま高原駅 12：00～17：00 くりこま高原駅
東側ロータリースペース

栗原市観光物産協会
（25）4166

イン

※オレンジカフェとは、認知症の人やその家族、地域住民、専門職など、誰でも集える場です。

秋分の日

国民の休日

敬老の日

築館

築館・若柳・栗駒

瀬峰総・高清水総

若柳・イオン・志波姫小

鶯沢小・鶯沢総

延年閣

延年閣

延年閣

瀬峰総・高清水総

若柳・イオン・志波姫小

築館

築館



１７　　広報くりはら　令和８年９月１日 広報くりはら　令和８年９月１日　　１６

※ブッくる号、おはなし会の日程は、市内の情報カレンダーをご覧ください。

栗駒山麓ジオパーク特産商品「栗駒山麓のめぐみ」
　第５回募集で新たに認定した「栗駒山麓のめぐみ」から、地元の食材と地域の福祉をつなぐシャ
トー桐くりこま高原醸造所のワイン２種を紹介します。

●地形を生かしたワイン造り
　栗駒地区の広大なブドウ畑の
一角に「シャトー桐くりこま高原
醸造所」があります。ここでは、
無農薬でブドウを栽培し、香り
豊かなワインを醸造しています。
　栗駒地区には「栗駒おろし」と
呼ばれる風が吹き、湿気による
病気から、ブドウを守る効果が
あります。また、栗駒山麓周辺
の昼夜の寒暖差は、天然酵母の
発酵を伴う醸造の際に、糖度と

酸味のバランスに良い影響をも
たらします。このような自然の
力を生かしたワイン造りに取り
組んでいます。
●ワインで地域をつなぐ
　この醸造所が、栽培と醸造に
加え、大切にしているのが「自
然と人がつながるワインづく
り」という理念です。その象徴
的な取り組みとして、農業と福
祉が協力し合う農福連携を行っ
ています。ブドウ畑での作業や

収穫など、ワインが完
成するまでの工程に、
地域の就労支援事業所
が関わっています。利
用者の得意なことや個
性を生かしながら働く
環境づくりを進めるこ
とで、地域に新たな雇
用と交流の場を生み出
しています。

●認定商品の味わい
□PETNAT
　発酵の過程で生じた二酸化炭
素が、そのまま溶け込んだ微炭
酸のワインで、プラムや桃のよ
うなフルーティーな味わいが楽
しめます。
□Peace Wine
　赤いフレッ
シュな果実の
香 り が 立 ち、
心地よい余韻
を楽しめます。

トレイルで大地を感じるKURIHARA TRAIL DAYS 2026を開催
　地域の自然や文化に触れながら、参加者同士や地域の人との交流を楽しむイベントです。ぜひ、お越
しください。
●日時　９月６日（日）　午前１０時～午後４時
　　　　※５日（土）正午からキャンプサイトを開放します。
●場所　栗駒山麓ジオパークビジターセンター
　　　　グラウンド（雨天時は活動棟）
●内容　□野生動物に関わる講演や、クマ対策グッズの体験
　　　　□トレイルギア用品などの販売
　　　　□体験ワークショップ　など
●申し込み　５日のキャンプサイト利用は、３日（木）まで、

問い合わせ先に電話で申し込みください。

ココドコ？ 地図のプロが本気で考えた６０問
地理情報開発 著　永岡書店

　文字が書かれていない日本国内の白地
図から、地図にある駅や施設、山などは
どこかを答えるクイズの本です。初級、
中級、上級、特級のランク別に問題が掲
載されています。特級以外はヒントあり。

［写真左から］▶
PETNAT
Peace Wine

シャトー桐くりこま高原醸造所
栗原市栗駒岩ケ崎下川原１１０
営業日　月～金曜日
営業時間　午前１０時～午後５時
☎（２４）８５０３

イイじゃん、イワコウ！
　岩ヶ崎高等学校は「イイじゃん、イワコウ！」を合言葉に

「尚志育英」の校訓のもと、一人一人が学びを深めていま
す。「尚志育英」は、志を高く持ち、自己の才能を育むとい
う建学の精神です。さらに本校では、日々の学習に加え、
地域活動や学校行事にも力を入れて取り組んでいます。
　地域の活動では「くりこま夜市」をはじめとした行事の運
営などに積極的に参加し、人との関わりを大切にしていま
す。幅広い世代と触れ合うことで、教室では学べない豊か
な人間性や、ふるさとへの愛着を育んでいます。
　学校行事では、学年問わず協力し、仲間と絆を深めてい
ます。今年も１０月に、学校周辺を約２２キロメートル歩
く伝統行事「健康強歩大会」を開催予定です。保護者や地域
の皆さんの応援を受け、生徒同士が励まし合って完歩を目
指し、体力向上と仲間との連帯感を高めます。
　これからも地域と共に、多様な経験を通して、自ら考え
行動する力のある人材の育成を目指します。

▲球技大会で深める仲間の絆

▲くりこま夜市ナイトマーケットを熱く盛り上げる軽音楽部

岩ヶ崎高等学校

岩ヶ崎高等学校
ウェブサイト

●毎年恒例！ブックラリー
　ブックラリーは、年代ごとに異なる
お薦め本２０冊を読むスタンプラリー
です。
　スタンプ１０個目、２０個目で記念
品をプレゼントします。
期間　令和９年３月３１日（水）まで
区分　幼児、小学校低学年、小学校中

学年、小学校高学年、中学生以上
※区分ごとに、お薦め本が異なります。
※公民館図書室（若柳・栗駒・一迫・金成）に返却

しても、スタンプや記念品がもらえます。
レンケツガッシャーン
山崎 友也 写真・監修、中川 美保 構成・文

スズキ サトル 絵　偕成社
　秋田新幹線Ｅ６系こまちと東北新幹線
Ｅ５系はやぶさが、ガッシャーンと連
結！さまざまな列車と連結器の仕組みを
写真で紹介しています。

やま さき   ゆう  や                                               なか がわ     み    ほ

▲ブドウ畑に併設された醸造所

ピ ー ス ワ イ ン

ペ ッ ト ナ ッ ト

きり

ク リ ハ ラ ト レ イ ル デ イ ズ

情報交換プラザ展示

※個人・グループ活動の発表をしてみませんか。無料で利用できます。

「エコクラフトで“めんこい”がいっぱい」
期 間　９月２４日（木）まで

118

ジオパーク推進室

ジオパーク ジオパーク

Facebook LINE

ジオパーク

市ウェブサイト

☎（２４）８８３６
ファクス（４５）５９３６

図書館

市ウェブサイト

図書館

Facebook

市立図書館☎（２１）１４０３
【開館時間】
●火～金曜日：午前１０時～午後６時
●土・日曜日：午前　９時～午後５時

【休館日】
●毎週月曜日、祝日（月曜日が祝日の

場合、その翌日も休館）

お す す め今月の 本
お知らせ
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市からのお知らせ市からのお知らせ 栗原市ウェブサイト　     https://www.kuriharacity.jp/ＵＲＬ 栗原市の市外局番　0228記号の説明　　この記号がついて　いる様式などは、市ウェブサイトからダウンロードできます。

　
秋
は「
食
欲
の
秋
」と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
旬
の
食
材
が
食
卓

を
彩
る
季
節
で
す
。
栗
原
で
も
、

黄
金
色
に
輝
く
田
ん
ぼ
が
収
穫

の
時
期
を
迎
え
、
実
り
の
秋
の

訪
れ
を
感
じ
ま
す
。

　
栗
原
は
、
栗
駒
山
麓
を
水
源

と
す
る
迫
三
川
が
も
た
ら
す
豊

か
な
大
地
に
恵
ま
れ
、
お
米
を

は
じ
め
、
野
菜
や
果
物
な
ど
、

多
彩
な
農
産
物
が
育
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
農
家
の
皆

さ
ま
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
、
栗
原
の
魅
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
栗
原

の
お
米
は
、
全
国
有
数
の
米
ど

こ
ろ
と
し
て
高
い
評
価
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
近
年
は
、
食
生
活
の

多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
お
米
を

食
べ
る
機
会
が
減
っ
て
き
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
一
杯
の
ご
飯
に
は
、
作
り
手

の
思
い
と
、
栗
原
の
豊
か
な
自

然
の
恵
み
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

お
米
を
食
べ
る
こ
と
は
、
農
家

を
応
援
す
る
と
と
も
に
、
栗
原

の
農
業
や
美
し
い
田
園
風
景
、

そ
し
て
地
域
の
未
来
を
支
え
る

こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。
新
米

の
季
節
だ
か
ら
こ
そ
、
栗
原
の

お
米
の
お
い
し
さ
を
改
め
て
味

わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
新
米
は
も
ち
ろ
ん
、
伊
豆
沼

レ
ン
コ
ン
や
ブ
ド
ウ
、
リ
ン
ゴ

な
ど
、
栗
原
な
ら
で
は
の
旬
の

味
覚
を
楽
し
み
な
が
ら
、
実
り

豊
か
な
秋
を
お
過
ご
し
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

食
卓
を
彩
る
栗
原
の
秋

令
和
８
年
第
５
回

栗
原
市
議
会
定
例
会

●
日
程
・
内
容

□
９
月
８
日（
火
）本
会
議
　
会

期
の
決
定
、
議
案
の
提
案
理

由
説
明
な
ど

□
15
日（
火
）〜
18
日（
金
）本
会

　
議
　
一
般
質
問（
個
人
質
問
）

□
24
日（
木
）本
会
議
　
議
案
の

総
括
質
疑
な
ど

□
25
日（
金
）各
常
任
委
員
会
・

分
科
会
　
付
託
議
案
審
査

□
28
日（
月
）本
会
議
　
各
常
任

委
員
会
・
予
算
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、

採
決
な
ど

□
29
日（
火
）〜
10
月
２
日（
金
）

　
決
算
特
別
委
員
会
　
令
和
７

年
度
決
算
議
案
の
審
査

□
10
月
５
日（
月
）本
会
議
　
決

算
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
な
ど

※

一
般
質
問
や
議
案
の
件
数
に
よ
っ
て
、

会
期
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
開
会
時
間
　
午
前
10
時
〜

※

９
月
28
日（
月
）は
、
午
後
１
時
30
分

開
会

●
場
所
　
市
役
所
４
階
　
議
場

●
傍
聴
　
席
数
25
席

※

車
い
す
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

●
請
願
・
陳
情
の
提
出
　
本
定
例

会
で
審
査
す
る
請
願
ま
た
は
、

紹
介
す
る
陳
情
は
、
９
月
18
日

　（
金
）正
午
ま
で
に
議
会
事
務
局

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

議
会
中
継
の
視
聴
方
法

　
議
会
の
本
会
議
中
継
は
、
本
庁

舎
お
よ
び
各
総
合
支
所
の
テ
レ
ビ

の
他
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
で
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
議

会
情
報
か
ら
視
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
議
会
事
務
局
☎（
22
）１
１
７
０

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

紙
券
か
ら
電
子
券
へ

　
９
月
30
日（
水
）を
も
っ
て
紙
券

に
よ
る
助
成
を
終
了
し
、
10
月
１

日（
木
）か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
活
用
し
た
電
子
利
用
券
へ
一

本
化
し
ま
す
。
紙
券
を
利
用
し
て

い
る
人
で
継
続
利
用
を
希
望
す
る

人
は
期
限
ま
で
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
既
に
電
子
利
用
券
を
利
用
し
て
い
る
人

は
切
り
替
え
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な

い
人
は
発
行
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※
手
続
き
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

４
ケ
タ
の
暗
証
番
号
が
必
要
で
す
。

紙
券
を
利
用
中
の
人

　
継
続
し
て
利
用
す
る
場
合
は
、

電
子
利
用
券
に
切
り
替
え
て
く
だ

さ
い
。

●
切
り
替
え
期
限
　
９
月
30
日（
水
）

●
切
り
替
え
方
法
　
問
い
合
わ
せ

　
先
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー

　
ビ
ス
課
に
次
の
書
類
を
持
参
し
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

□
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

□
既
に
交
付
し
て
い
る
利
用
許

可
証
と
利
用
券

新
規
で
利
用
す
る
人

●
申
込
方
法
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

　
ド
を
持
参
の
上
、問
い
合
わ
せ
先

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。

●
助
成
内
容

　
□
運
賃
の
自
己
負
担
額

　
・
地
区
内
の
移
動
　
5
0
0
円

　
・
地
区
外
の
移
動

運
賃
の
半
額

※
１
回
当
た
り
の
助
成
限
度
額
は
３

千
円

　
□
利
用
回
数
　
１
カ
月
８
回
ま
で

　
企
画
部
市
民
協
働
課

　
☎（
22
）１
１
６
４

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度

　
市
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を

理
由
に
、
現
行
の
婚
姻
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
が
難
し
い
カ
ッ
プ
ル

に
つ
い
て
、「
栗
原
市
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」
を
導
入
し
て

い
ま
す
。

　
金
成
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
県

指
定
有
形
文
化
財「
金
成
小
学
校

校
舎
」を
活
用
し
、
平
成
６
年（
１

９
９
６
年
）か
ら
歴
史
遺
産
や
文

化
財
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

金
成
小
学
校
校
舎
は
、
明
治
20
年

（
１
８
８
７
年
）に
建
築
さ
れ
、
明

治
 43
年
に
現
在
地
へ
移
築
さ
れ
た

擬
洋
風
建
築
の
木
造
２
階
建
て
で

す
。
擬
洋
風
建
築
と
は
、
西
洋
建

築
の
デ
ザ
イ
ン
を
日
本
の
伝
統
的

な
木
造
技
術
で
表
現
し
た
建
築
様

式
を
い
い
ま
す
。
こ
の
校
舎
は
、

廊
下
を
挟
ん
で
両
側
に
教
室
が
並

ぶ「
中
廊
下
方
式
」を
採
用
し
、
２

階
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
は
天
保
９
年（
１

８
３
８
年
）に
再
建
さ
れ
た
金
成

宿
本
陣
※
の
玄
関
部
材
が
転
用
さ

れ
る
な
ど
、
建
物
自
体
が
貴
重
な

見
ど
こ
ろ
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
の
教
室
を
利
用
し
た
館
内

で
は
、「
国
指
定
文
化
財
」、「
県
指

定
文
化
財
」、「
ゆ
か
り
の
偉
人
」、

「
遺
跡
の
出
土
品
」、「
文
献
」、「
稲

作
で
使
用
さ
れ
た
農
具
」、「
年
中

行
事
」の
７
つ
の
テ
ー
マ
で
地
域

の
歴
史
と
文
化
を
紹
介
。
中
で
も
、

古
代
の
土
器
に
墨
で
人
の
顔
が
描

か
れ
た「
人
面
墨
書
土
器
」の
複
製

品
は
必
見
で
す
。

　
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
学
び
舎
で

歴
史
を
巡
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

●
施
設
情
報

□
開
館
日
時
　
木
〜
日
曜
日
、

祝
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

□
開
館
期
間
　
４
月
〜
11
月

※
江
戸
時
代
の
勅
使
・
幕
府
役
人
・
大
名

の
専
用
休
息
宿
泊
所
。
現
在
跡
地
に
は

金
成
公
民
館
が
建
っ
て
い
ま
す
。

教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５

　
こ
の
制
度
は
、
法
的
な
効
力
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
戸
籍
上
の
性
別

を
問
わ
ず
、
二
人
の
関
係
が
尊
重

さ
れ
、
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
生

き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指

し
て
、
創
設
し
た
も
の
で
す
。

　
宣
誓
を
行
う
こ
と
で
、
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
こ
れ
ま
で
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
や
社
会
的
配

慮
を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
宣
誓
の
流
れ

①
事
前
に
問
い
合
わ
せ
先
に
連

絡
し
、
宣
誓
日
を
予
約

②
宣
誓
日
の
10
日
前
ま
で
に
関

係
書
類
を
市
に
提
出

③
市
役
所
で
宣
誓
書
に
署
名
し

宣
誓

④
市
か
ら
宣
誓
し
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
を
受
け
取
る

　
企
画
部
市
民
協
働
課

☎（
22
）１
１
６
４

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
の
一
時
停
止

　
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た

め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
で
各
種
証
明
書
を
取

得
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
を
一
時
停
止
し
ま
す
。

　
停
止
期
間
中
に
証
明
書
が
必
要

な
場
合
は
、各
総
合
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
ま
た
は
、
市
の
各
種
証
明

書
オ
ン
ラ
イ
ン
交
付
申
請
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

●
停
止
期
間

□
９
月
１
日（
火
）午
後
４
時
〜

11
時

□
15
日（
火
）終
日

□
25
日（
金
）午
後
４
時
〜
28
日

　（
月
）午
前
10
時

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）３
２
１
１

９
月
 10
日
か
ら
 16
日
は

自
殺
予
防
週
間

　
家
族
や
友
人
、
同
僚
な
ど
身
近

な
人
の
様
子
が
い
つ
も
と
違
う
と

気
づ
い
た
ら
、
一
歩
勇
気
を
出
し

て
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
声
を
か
け

見
守
る
こ
と
が
悩
ん
で
い
る
人
に

と
っ
て
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
。

　
も
し
あ
な
た
が
悩
ん
で
い
た
ら
、

相
談
で
き
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談

　
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
精
神

科
専
門
医
に
よ
る「
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
相
談
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。

　
心
に
不
調
を
感
じ
て
い
る
と
き

は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
９
月
11
日（
金
）

　
午
後
２
時
30
分
〜
５
時

●
場
所
　
市
役
所

●
申
し
込
み
　
９
月
４
日（
金
）ま

で
、
各
地
区
の
保
健
推
進
室
に

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

☎（
22
）０
３
７
０

　
各
保
健
推
進
室

９
月
は
廃
棄
物
不
法

投
棄
防
止
強
化
月
間

　
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
は
、
私
た

ち
の
生
活
環
境
破
壊
に
つ
な
が
る

犯
罪
と
し
て
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
違
反
し
た
場
合
、
５
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
、
１
千
万
円（
法
人

は
３
億
円
）以
下
の
罰
金
な
ど
の

厳
し
い
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

　
美
し
い
栗
原
の
環
境
を
子
ど
も

た
ち
に
残
す
た
め
、
不
法
投
棄
を

「
し
な
い
」、「
さ
せ
な
い
」、「
許
さ
な

い
」と
い
う
意
識
を
持
ち
、
不
法

投
棄
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
民
生
活
部
環
境
課

☎（
22
）３
３
５
０

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

市ウェブサイト

自殺予防週間

▲金成歴史民俗資料館の展示室

所
在
地
　
金
成
中
町
７

種
　
別
　
県
指
定
有
形
文
化
財

指
定
日
　
昭
和
54
年
11
月
20
日

▲栗原産米のおむすび

253 市
内
の
文
化
財
散
策

金
成
歴
史
民
俗
資
料
館

　
ぎ
　よ
う 

ふ
う

　
　
　
　
な
か  

ろ
う
　
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

か
ん  

な
り

じ
ゅ
く
ほ
ん 

じ
ん

議会中継
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▲昨年の苔フェスティバルの様子

▲苔テラリウム

各
種
料
金
の
納
付
が

便
利
に

　
納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
地
方
税

統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド（
ｅ
Ｌ―

Ｑ
Ｒ
）

で
、
道
路
占
用
料
や
介
護
保
険
料

な
ど
、
地
方
税
以
外
の
公
金
を
納

付
で
き
ま
す
。

●
対
象
　
９
月
24
日（
木
）以
降
に

発
行
さ
れ
た
納
付
書

●
納
付
方
法

□
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト

 

　
パ
ソ
コ
ン
か
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

　
ン
で「
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」

　
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
納
付
書
に

　
印
字
さ
れ
た「
地
方
税
統
一

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド（
ｅ
Ｌ
―

Ｑ
Ｒ
）」

　
を
読
み
取
る
か
、「
ｅ
Ｌ
番
号
」

　
を
入
力
し
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

　
ド
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
な
ど
で
納
付

□
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア

プ
リ
で
、
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド（
ｅ
Ｌ
―

Ｑ
Ｒ
）を
読

み
取
っ
て
納
付

□
金
融
機
関
窓
口

　
　
全
国
の
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド（
ｅ
Ｌ
―

Ｑ
Ｒ
）対
応

金
融
機
関
の
窓
口
で
納
付

●
注
意
事
項

□「
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」や

　「
各
種
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決

済
ア
プ
リ
」を
利
用
し
た
納

付
で
は
領
収
書
は
発
行
さ
れ

ま
せ
ん
。

□
一
部
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決

済
ア
プ
リ
で
は
、
納
付
が
で

き
な
い
公
金
が
あ
り
ま
す
。

□
納
付
後
の
取
り
消
し
や
変
更

は
で
き
ま
せ
ん
。

□
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
な

ど
支
払
方
法
に
よ
っ
て
、
別

途
決
済
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
。

□
お
支
払
サ
イ
ト
使
用
時
の
通

信
料
は
利
用
者
の
負
担
に
な

り
ま
す
。

※
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
は
、
９
月
24
日

　（
木
）か
ら「
ｅ
Ｌ
お
支
払
サ
イ
ト
」に
名

称
変
更
予
定
で
す

※

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ

ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す

　
会
計
課
　
　
☎（
22
）１
１
４
３

秋
の
農
作
業
安
全
確
認

運
動
期
間

　
11
月
30
日（
月
）ま
で
、
秋
の
農

作
業
安
全
確
認
運
動
期
間
で
す
。

　
農
作
業
を
安
全
に
行
い
、
事
故

を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
、
ゆ
と
り
を
持
っ
た
作
業

を
心
掛
け
、
農
作
業
事
故
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。

●
農
作
業
安
全
の
実
践
・
確
認
項
目

□
休
憩
の
取
れ
る
無
理
の
な
い

作
業

□
農
作
業
や
機
械
作
業
に
適
し

た
服
装

□
点
検
・
整
備
は
、
必
ず
エ
ン

ジ
ン
停
止

□
油
断
せ
ず
後
方
確
認
、
足
元

注
意

□
ほ
場
へ
の
慎
重
な
出
入
り
と

あ
ぜ
越
え

□
農
道
の
走
行
時
は
、
路
肩
の

状
況
を
確
認

□
道
路
走
行
に
備
え
、
反
射
板

を
装
着

●
農
業
機
械
の
転
落
・
転
倒
対
策

□
ト
ラ
ク
タ
ー
を
運
転
す
る
際

は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
必
ず
着
用
す
る

□
安
全
フ
レ
ー
ム
の
付
い
て
い

る
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
安
全
フ

レ
ー
ム
を
立
て
て
作
業
す
る

□
ほ
場
周
辺
の
危
険
箇
所
を
事

前
に
確
認
し
、
走
行
時
は
減

速
や
迂
回
す
る

　
産
業
経
済
部
農
政
園
芸
課

☎（
22
）１
１
３
５

秋
の
交
通
安
全
県
民

総
ぐ
る
み
運
動

　
９
月
21
日（
月
）か
ら
30
日（
水
）

ま
で
、
秋
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ

る
み
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
９
月
30
日（
水
）は「
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」で

す
。
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
明
る
い
服
装
や
反
射
材
を

身
に
着
け
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を

無
く
し
ま
し
ょ
う
。

●
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

□
交
通
ル
ー
ル
　
守
る
あ
な
た

が
　
守
ら
れ
る

●
運
動
の
重
点

□
歩
行
者
の
安
全
確
保
と
反
射

材
用
品
の
着
用
促
進

□
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
と
飲
酒
運
転
や「
な
が

ら
ス
マ
ホ
」の
根
絶

□
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機

付
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
の

理
解
・
遵
守
の
徹
底

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

特
別
障
害
者
手
当
な
ど

の
現
況
届
を
忘
れ
ず
に

　
現
在
、
特
別
障
害
者
手
当
な
ど

を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
現
況
届

の
提
出
が
必
要
で
す
。
現
況
届
が

提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
８
月
分
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
新
た
に
特
別
障
害
者
手

当
や
障
害
児
福
祉
手
当
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
問
い
合
わ

せ
先
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

各
手
当
の
対
象

□
特
別
障
害
者
手
当
　
20
歳
以
上

で
著
し
く
重
度
の
障
害
が
あ
る

た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る

在
宅
の
人

□
障
害
児
福
祉
手
当
　
20
歳
未
満

で
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
在
宅
の
人

□
経
過
的
福
祉
手
当
　
現
在
、
経

過
的
福
祉
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人

共
通
事
項

●
提
出
期
限
　
９
月
11
日（
金
）

※

新
た
に
申
請
す
る
人
は
随
時
受
付

●
提
出
先
　
居
住
す
る
地
区
の
総

合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
市
民
生
活
部
社
会
福
祉
課

☎（
22
）１
３
４
０

宮
城
県
総
合
畜
産

共
進
会
を
開
催

　　
県
内
の
黒
毛
和
牛
な
ど
の
中
か

ら
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
決
め
る
大

会
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

肉
用
牛
の
部

●
日
時
　
９
月
５
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜

●
場
所
　
み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場

　（
遠
田
郡
美
里
町
）

乳
用
牛
の
部

●
日
時
　
９
月
29
日（
火
）

午
前
９
時
30
分
〜

●
場
所
　
み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場

　（
遠
田
郡
美
里
町
）

肉
豚
の
部

●
日
時
　
10
月
23
日（
金
）

午
前
11
時
30
分
〜

●
場
所
　
宮
城
県
食
肉
流
通
公
社

　（
登
米
市
米
山
町
）

　
産
業
経
済
部
林
業
畜
産
課

☎（
22
）１
１
３
６

栗
原
市
公
式
L
I
N
E

　
市
で
は
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ

ウ
ン
ト
を
開
設
し
、
イ
ベ
ン
ト
情

報
や
防
災
情
報
な
ど
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

主
な
機
能

●
３
画
面
の
メ
ニ
ュ
ー
　
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
上
の
知
り
た
い
情
報

に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

●
受
信
設
定
　
指
定
し
た
項
目
の

情
報
だ
け
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
通
報
機
能
　
　
鳥
獣
の
目
撃
情

報
、
道
路
や
防
犯
灯
の
異
常
、

犬
猫
な
ど
の
死
骸
の
発
見
場
所

な
ど
を
市
に
連
絡
で
き
ま
す
。

●
ご
み
の
分
別
検
索
　
ト
ー
ク
画

面
で
、
捨
て
た
い
物
の
名
称
を

　
入
力
・
送
信
す
る
と
、ご
み
の
分

　
別
方
法
が
自
動
送
信
さ
れ
ま
す
。

登
録
方
法

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
、
Ｉ
Ｄ
検
索
で「
＠
ｋ
ｕ
ｒ

ｉ
ｈ
ａ
ｒ
ａ
ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
」と
入
力

し
て
検
索
す
る
か
、
次
の
二
次
元

コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
、
友
だ
ち

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
企
画
部
市
政
情
報
課

☎
（
22
）１
１
２
６

マ
イ
広
報
紙
で
広
報

く
り
は
ら
を
公
開
中

　
広
報
紙
を
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
い
つ
で
も
閲

覧
で
き
る
サ
ー
ビ
ス「
マ
イ
広
報

紙
」で
、
広
報
く
り
は
ら
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　
多
言
語
翻
訳
や
、
音
声
読
み
上

げ
に
対
応
し
て
い
る
他
、
気
に
な

る
記
事
を
家
族
や
友
人
な
ど
に
共

有
で
き
る
機
能
も
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
企
画
部
市
政
情
報
課

☎
（
22
）１
１
２
６

栗原市テレビ回覧板

　ｋｈｂ東日本放送が提供するテレビのデータ放送サー
ビス「ｋｈｂテレビ回覧板」で、市政情報の発信を行って
います。ぜひ、ご覧ください。
●掲載情報
　市政情報、観光情報、災害情報（避難所開設など）
●利用方法

※ボタンの配列や表記は、リモコンによって
異なります。

※栗原市のテレビ回覧板が表示されない場合
は、テレビの設定でお住まいの郵便番号が
登録されているか確認してください。

❶
❷
❸

ｄボタンを押す

テレビ画面の「栗原市のテレビ
回覧板」を選択し、決定ボタン
を押す

企画部市政情報課　☎（22）１１２６

テレビのリモコンの５チャンネ
ルを押す

県ウェブサイト

苔フェスティバル
2026

栗原市
ＬＩＮＥ

　
苔
を
見
て
、
触
れ
て
、
作
っ
て

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
の
苔
の
魅

力
を
体
験
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
10
月
３
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

●
場
所
　
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

●
内
容

□
苔
、
苔
商
品
の
展
示
・
販
売

□
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
制
作

２
５
０
０
円

・
苔
玉
制
作
　
１
５
０
０
円

・
苔
の
育
て
方

１
５
０
０
円

※

要
予
約

□
栗
原
地
域
の
多
彩
な
地
場
産

品
を
販
売
す
る「
く
り
は
ら

マ
ル
シ
ェ
」　
な
ど

●
入
場
料
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
予
約
方
法
な
ど
　
県
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

こ 

け

栗
原
苔
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
６

産
業
経
済
部
林
業
畜
産
課
　
　
　
　
　
　
☎（
22
）１
１
３
６

栗
原
苔
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
　
☎（
22
）2
３
８
１
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奨
学
金
返
還
支
援
事
業

　
市
内
企
業
な
ど
の
人
材
確
保
と

定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
奨
学
金

返
済
額
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

□
令
和
５
年
４
月
１
日
以
後
に

市
内
の
企
業
な
ど
に
正
規
雇

用
さ
れ
た
人

□
市
内
に
居
住
し
、
市
内
事
業

所
に
５
年
以
上
就
業
す
る
意

思
が
あ
る
人

※

こ
の
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
奨
学
金

□
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

援
機
構
の
第
一
種
・
第
二
種

奨
学
金

□
技
能
者
育
成
資
金
融
資
制
度

□
栗
原
市
奨
学
資
金
　
な
ど

●
助
成
金
額
　
１
年
間
の
返
済
額

の
う
ち
、
20
万
円
を
上
限
に
助

成
し
ま
す
。

※

支
援
期
間
は
最
長
60
ヵ
月
、
支
援
総

額
１
０
０
万
円
ま
で
。

●
申
込
期
限
　
９
月
30
日（
水
）

※

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、市
ウ
ェ

　
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
す
る
か
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
産
業
経
済
部
産
業
戦
略
課

☎（
22
）１
２
２
０

子
育
て
応
援
、
母
子
・
父
子

家
庭
、
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
受
給
者
証
の
更
新

　
医
療
費
助
成
を
受
給
し
て
い
る

人
で
引
き
続
き
受
給
資
格
が
認
め

ら
れ
る
人
は
自
動
更
新
と
な
り
、

９
月
中
旬
以
降
に
受
給
者
証
を
郵

送
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
母
子
・
父
子
家
庭
医

療
費
と
心
身
障
害
者
医
療
費
は
、

所
得
制
限
に
よ
り
非
該
当
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
未
申
告
な
ど
、
所
得
の
確
認
が

で
き
な
い
場
合
は
、
所
得
申
告
後

の
交
付
と
な
り
ま
す
。 

　

　
市
民
生
活
部
子
育
て
支
援
課

☎（
22
）２
３
６
０

　
市
民
生
活
部
社
会
福
祉
課

　　　　　　　　　　　　☎（
22
）１
３
４
０

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

届
け
出
を
忘
れ
ず
に

　
家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年

１
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
家
屋

を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

　
家
屋
の
全
部
ま
た
は
、
一
部
を

取
り
壊
し
た
場
合
は
、
届
け
出
が

必
要
で
す
。
必
ず
取
り
壊
し
た
年

の
年
末
ま
で
に
、
税
務
課
ま
た
は
、

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に

備
え
付
け
の
家
屋
滅
失
届
書
　
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
届
け
出
が
な
い
場
合
、
翌
年
度

も
引
き
続
き
課
税
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
総
務
部
税
務
課☎（

22
）１
１
２
１

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

看
板
な
ど
の
設
置
に
は

許
可
が
必
要
で
す

　
屋
外
で
広
告
物
を
表
示
す
る
場

合
は
宮
城
県
屋
外
広
告
物
条
例
に

基
づ
き
、
表
示
で
き
る
場
所
や
基

準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
表
示
す
る
際
は
、
原
則
、
許
可

が
必
要
で
す
。
屋
外
広
告
物
の
表

示
ル
ー
ル
を
守
り
、
景
観
の
整
っ

た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

　
許
可
条
件
、
申
請
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
屋
外
広
告
物
と
は

□
店
や
会
社
な
ど
の
壁
面
に
掲

示
す
る
文
字
や
絵

□
道
端
な
ど
に
設
置
す
る
案
内

看
板
や
宣
伝
の
貼
り
紙

□
立
て
看
板
や
電
光
掲
示
板

□
そ
の
他
、
建
物
の
外
に
継
続

し
て
表
示
す
る
も
の

※

事
業
所
や
自
己
敷
地
内
に
表
示
す
る
も

の
も
含
む

　
建
設
部
建
設
課☎（

22
）１
１
５
２

市
民
講
座
く
り
で
ん

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
で

き
る
ま
で

　
来
年
４
月
に
く
り
で
ん
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
は
開
館
10
周
年
を
迎
え
ま

す
。
10
周
年
に
向
け
た
市
民
講
座

の
最
終
回
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
９
月
12
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所
　
栗
原
文
化
会
館

●
内
容
　
く
り
で
ん
の
資
料
を
保

存
検
討
す
る
委
員
会
の
動
き
を

振
り
返
る
市
民
講
座

●
定
員
　
50
人
　

●
参
加
費
　
無
料

●
講
師
　

□
東
北
大
学
名
誉
教
授

　
平
川
　新
　氏

□
一
橋
大
学
教
授

　
高
嶋
　修
一
　氏

　
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園

☎（
24
）７
９
６
１

く
り
で
ん
イ
ベ
ン
ト
情
報

く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園

秋
ま
つ
り

●
日
時
　
９
月
20
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※

く
り
で
ん
乗
車
会
は
、
午
後
３
時
30

分
ま
で

●
場
所
　
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園

●
内
容
　
く
り
で
ん
乗
車
会
、
館
内

　
を
見
る
参
加
型
ゲ
ー
ム
　
な
ど

●
料
金

□
く
り
で
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
入

場
料

　
　
一
般（
高
校
生
以
上
）５
０
０
円

　
　
小
・
中
学
生
　
　
３
０
０
円

※

未
就
学
児
は
無
料

□
く
り
で
ん
乗
車
会
　

　
　
　
小
学
生
以
上
　
３
０
０
円

レ
ー
ル
バ
イ
ク
乗
車
会

●
日
時
　
９
月
21
日（
月
）〜
22
日

　（
火
）　午
前
10
時
〜
午
後
３
時

30
分

●
料
金
　
レ
ー
ル
バ
イ
ク
１
台

　（
４
人
乗
り
）　
　
　
　
　
無
料

※

事
前
予
約
不
可

※

雨
天
中
止

　
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園

☎（
24
）７
９
６
１

介
護
者
家
族
の
つ
ど
い

　
家
族
が
認
知
症
と
診
断
さ
れ
、

「
誰
か
に
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
」、

「
他
の
人
は
ど
う
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
」と
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
介
護
者
家
族
の
つ
ど
い
は
、
介

護
の
悩
み
を
持
つ
人
同
士
が
日
ご

ろ
の
思
い
や
悩
み
を
気
兼
ね
な
く

語
り
合
う
場
で
す
。

　
今
回
は
、
認
知
症
の
専
門
知
識

を
持
つ
講
師
よ
り「
認
知
症
と
の

向
き
合
い
方
」の
講
話
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
９
月
17
日（
木
）

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
場
所
　
栗
原
文
化
会
館

●
講
師
　
こ
こ
ろ
の
ホ
ス
ピ
タ

ル
・
古
川
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ

　
宮
城
県
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
長
　
青
嶋
　利
明
　氏

●
演
題
　「
家
族
の
た
め
の
認
知
症

の
お
話
」〜
認
知
症
の
症
状
に

家
族
は
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く

の
？
〜

●
参
加
費
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
定
員
　
90
人

※

先
着
順

●
申
し
込
み
　
９
月
10
日（
木
）ま

で
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
民
生
活
部
介
護
福
祉
課

☎（
22
）１
３
５
０

築
館
・
志
波
姫
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
　
☎（
24
）８
０
８
０

若
柳
・
金
成
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
　
　
☎（
42
）３
２
３
３

栗
駒
・
鶯
沢
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
　
　
☎（
45
）２
４
７
１

瀬
峰
・
高
清
水
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
　
☎（
59
）３
８
６
１

一
迫
・
花
山
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
　
　
☎（
52
）２
１
１
０

子
育
て
講
演
会

　
不
登
校
や
登
校
に
不
安
を
抱
え

る
子
ど
も
の
理
解
と
、
か
か
わ
り

方
を
学
ぶ
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
９
月
26
日（
土
）

　
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
　

※
受
け
付
け
は
、
午
後
１
時
45
分
か
ら

●
場
所
　
志
波
姫
こ
の
花
さ
く
や

姫
プ
ラ
ザ

●
講
師
　
栗
原
中
央
病
院

　
医
師
　
宮
野
　峻
輔
　氏

●
演
題
　
登
校
し
ぶ
り
、
不
登
校

支
援
の
最
初
の
一
歩
と
サ
ポ
ー

ト
の
あ
り
方
〜
栗
原
モ
デ
ル
で

の
対
応
〜

●
参
加
費
　
　
　
　
　
　
　
無
料

　
教
育
部
学
校
教
育
課

☎（
42
）３
５
１
２

古
文
書
解
読
講
座

　
古
文
書
の
解
読
の
基
礎
知
識
と
、

古
文
書
の
背
景
と
な
る
郷
土
の
歴

史
を
学
び
ま
す
。

　
寺
子
屋
の
基
礎
教
科
書
で
あ
る

往
来
物
が
テ
ー
マ
で
す
。
市
内
の

地
名
も
登
場
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
10
月
17
日（
土
）

　
午
後
１
時
〜
３
時

●
場
所
　
一
迫
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー（
山
王
ろ
ま
ん
館
）

●
講
師
　
仙
台
市
博
物
館

　
倉
橋
　真
紀
　氏

●
定
員
　
30
人

※
先
着
順

●
申
し
期
み
　
10
月
７
日（
水
）ま

で
問
い
合
わ
せ
先
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５

く
り
は
ら
文
化
劇
場

●
日
時
　
11
月
15
日（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
〜

※

午
後
１
時
開
場

●
場
所
　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

●
出
演
　
ア
ク
タ
ー
デ
ィ
レ
ク
ト

ラ
イ
タ
ー（
栗
原
ド
リ
ー
ム
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
）　
高
山
　広
　氏

●
内
容
　
ひ
と
り
芝
居「
劇
励
」〜

　
ベ
ス
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
ベ
ス
ト
〜

●
入
場
料
　
　
　
　
　
　
　
無
料

※

入
場
券
が
必
要
で
す
。
９
月
15
日（
火
）

　
か
ら
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
、

栗
原
文
化
会
館
、
若
柳
ド
リ
ー
ム
・

パ
ル
で
配
布
し
ま
す
。

　
教
育
部
社
会
教
育
課

☎（
42
）３
５
１
４

情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
制
度
の
運
用
状
況

　
市
の
情
報
公
開
条
例
と
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条

例
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
７
年

度
の
運
用
状
況
を
次
の
と
お
り
公

表
し
ま
す
。

●
開
示
請
求
な
ど
の
処
理
状
況

※

開
示
請
求
１
件
に
対
し
、
複
数
の
決

定
を
行
う
こ
と
が
あ
る
た
め
、
開
示

請
求
件
数
と
処
理
状
況
件
数
は
、
必

ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

※

１
　
開
示
請
求
に
よ
ら
ず
に
情
報
提

供
を
行
っ
た
も
の
の
う
ち
、
写
し
の

交
付
を
し
た
件
数
。

※

２
　
本
人
な
ど
か
ら
の
請
求
に
対
し
、

　
開
示
請
求
に
よ
ら
ず
に
即
日
提
供
で
き

　
る
保
有
個
人
情
報
を
提
供
し
た
件
数
。

●
審
査
請
求
の
処
理
状
況

　 　
総
務
部
総
務
課☎（

22
）１
１
２
２

ひ
ら 

か
わ
　 

あ
ら
た

た
か 

し
ま
　 

し
ゅ
う
い
ち

あ
お 

し
ま
　
　と
し 

あ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

み
や  

の
　
　
し
ゅ
ん
す
け

お
う  

ら
い  

も
の

た
か 

や
ま
　 

ひ
ろ
し

全部開示
部分開示
非開示
取り下げ・不存在など
情報提供（簡易開示）
　　  合　　計

３２４
２７９

３６
０
９
０

３２４
―　

２８
０
０
０
０

２８
２８

０

（単位：件）

処理状況

開示請求
行政文書 個人情報

訂正請求、是正申出、苦情相談

※1 ※2

前年度繰越
新規請求

認　容　全　部
　　　　一　部
棄却
却下
取り下げ
審査中

０
１
０
０
１
０
０
０

（単位：件）

審査請求

処理状況

市ウェブサイト

介護者家族
のつどい

く
ら 

は
し
　
　 

ま
　 

き
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田
ん
ぼ
ダ
ム
パ
ネ
ル
展

　
近
年
、
大
き
な
災
害
を
も
た
ら

す
豪
雨
な
ど
の
頻
度
が
増
す
中
、

水
害
リ
ス
ク
を
減
ら
す
方
法
と
し

て
、
水
田
の
持
つ
貯
留
機
能
を
活

用
し
た「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
役
割
や
、
機
能

を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
を
開
催

し
ま
す
。

●
場
所
・
開
催
日

□
栗
駒
総
合
支
所
　
９
月
11
日

　（
金
）ま
で

□
若
柳
総
合
支
所
　
９
月
14
日

　（
月
）〜
25
日（
金
）

□
志
波
姫
総
合
支
所
　
９
月
28

日（
月
）〜
10
月
９
日（
金
）

共
通
事
項

●
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
産
業
経
済
部
農
村
整
備
課

☎（
22
）１
１
３
８

動
物
愛
護
週
間

　
９
月
20
日（
日
）〜
26
日（
土
）は
、

動
物
の
愛
護
と
適
切
な
飼
養
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
動
物
愛
護
週

間
で
す
。

　
犬
や
猫
な
ど
を
飼
う
と
き
は
、

か
わ
い
が
る
だ
け
で
な
く
、地
域
の

中
で
暮
ら
す
以
上
、
飼
い
主
に
は

周
囲
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
マ
ナ
ー
を
守
り
、

責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　
市
民
生
活
部
環
境
課

　
☎（
22
）3
3
5
0

放
射
能
関
連
相
談

　
測
定
を
希
望
す
る
人
は
、
問
い

合
わ
せ
先
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
測
定
内
容
　
食
品
の
放
射
性
物

質
測
定

※
市
内
の
空
間
放
射
線
量
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
産
業
経
済
部
林
業
畜
産
課

　
放
射
性
廃
棄
物
等
対
策
室

☎（
22
）１
１
３
６

学
び
た
い
気
持
ち
応
援

〜
無
利
子
奨
学
金
〜

　
経
済
的
な
理
由
で
修
学
が
困
難

な
学
生
や
生
徒
に
、
奨
学
資
金
を

無
利
子
で
貸
与
し
ま
す
。

●
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

□
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校

　（
後
期
課
程
）、
高
等
専
門
学

　
校
、
専
修
学
校（
高
等
課
程

と
専
門
課
程
）、
短
期
大
学
、

大
学
、
東
北
職
業
能
力
開
発

大
学
校（
本
校
）の
い
ず
れ
か

に
在
学
ま
た
は
、
入
学
見
込

み
の
人

□
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学

　
が
困
難
な
人

□
保
護
者（
親
権
者
ま
た
は
、

未
成
年
後
見
人
）が
市
内
に

在
住
す
る
人

●
貸
与
上
限
額（
月
額
）

□
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校

１
万
５
千
円

□
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

２
万
５
千
円

□
短
期
大
学
、
大
学
、
東
北
職

業
能
力
開
発
大
学
校

４
万
円

※

他
の
機
関
の
奨
学
金
と
併
用
し
て
、

市
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
貸
与
期
間
　
令
和
９
年
４
月
か

ら
正
規
の
修
業
年
限
ま
で

●
募
集
人
数
　
20
人
程
度

●
選
考
方
法
　
市
奨
学
生
選
考
委

員
会
で
選
考

●
返
済
方
法
　
貸
与
が
終
了
し
、

１
年
が
経
過
し
た
後
か
ら
10
年

以
内
に
月
賦
、
半
年
賦
、
年
賦

で
均
等
償
還

●
申
込
期
限
　
10
月
30
日（
金
）必

着
●
申
し
込
み
　
問
い
合
わ
せ
先
に

備
え
付
け
の
募
集
要
領
　
を
確

認
の
上
、
問
い
合
わ
せ
先
に
直

接
持
参
ま
た
は
、
郵
送
す
る
か
、

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

に
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
教
育
部
教
育
総
務
課

　
〒
９
８
９-

５
１
７
１

　
栗
原
市
金
成
沢
辺
町
沖
２
０
０

　
番
地
　
　
　
☎（
42
）３
５
１
１

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
経
営
に
関
す
る
知
識
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
を
全
て
受
講
し
、
市

か
ら
の
受
講
証
明
書
を
受
け
た
創

業
者
は
、
各
種
支
援
制
度
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
日
時

□
第
１
回
　
10
月
19
日（
月
）

□
第
２
回
　
10
月
26
日（
月
）

□
第
３
回
　
11
月
９
日（
月
）

□
第
４
回
　
11
月
16
日（
月
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

●
場
所
　
市
役
所

●
内
容

□
第
１
回
　
経
営「
創
業
の
心

　
構
え
」

□
第
２
回
　
販
路
開
拓「
売
れ

　
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
」

□
第
３
回
　
人
材
育
成「
採
用

と
育
成
」

□
第
４
回
　
財
務「
利
益
計
画
」

●
対
象
　
市
内
で
創
業
を
考
え
て

い
る
人
、
創
業
し
て
５
年
未
満

の
人

●
定
員
　
20
人

※

先
着
順

●
受
講
料
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
申
し
込
み
　
10
月
５
日（
月
）ま

で
、
開
催
案
内
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

申
し
込
み
の
詳
細
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
産
業
経
済
部
産
業
戦
略
課

☎（
22
）１
２
２
０

　
栗
原
南
部
商
工
会

☎（
22
）３
６
１
１

　
く
り
は
ら
北
商
工
会

☎（
32
）３
１
０
０

　
一
迫
花
山
商
工
会

☎（
52
）３
３
０
０

犬
の
し
つ
け
方
を

プ
ロ
が
教
え
ま
す

　
家
庭
犬
の
し
つ
け
方
に
つ
い
て
、

講
演
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。

●
日
時
　
10
月
18
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

※

受
け
付
け
は
、
午
前
９
時
30
分
か
ら

●
場
所
　
築
館
体
育
セ
ン
タ
ー

※

屋
内
で
開
催
す
る
た
め
、
上
履
き
を

持
参
の
上
、
来
場
く
だ
さ
い
。

●
講
師
　
警
察
犬
松
本
訓
練
所
　

松
本
　章
　氏

●
参
加
費
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
参
加
種
別

　
犬
同
伴
の
参
加

□
定
員
　
５
組

□
犬
の
条
件
　
市
に
登
録
し
、

令
和
８
年
度
狂
犬
病
予
防
接

種
と
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
済

で
、
生
後
６
カ
月
か
ら
３
歳

程
度
の
犬

□
募
集
期
限
　
９
月
14
日（
月
）

　
聴
講
の
み
の
参
加

　
□
定
員
　
25
人

※

ペ
ッ
ト
同
伴
不
可

　
□
募
集
期
限
　
９
月
30
日（
水
）

●
申
し
込
み
　
大
崎
保
健
所
獣
疫

薬
事
班

☎
0
2
2
9（
87
）８
０
０
１

　
市
民
生
活
部
環
境
課

☎（
22
）３
３
５
０

春
の
祭
典
出
演
団
体
募
集

●
開
催
日
　
令
和
９
年
３
月
７
日

　（
日
）

●
対
象
　
市
内
外
を
拠
点
に
活
動

す
る
舞
踊
・
民
謡
愛
好
団
体

●
定
員
　
10
団
体
程
度

●
出
演
時
間
　
１
団
体
15
分
程
度

●
場
所
　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

●
申
込
期
限
　
９
月
27
日（
日
）

●
申
し
込
み
　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・

パ
ル
事
務
室
に
備
え
付
け
の
申

請
書
　
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

問
い
合
わ
せ
先
に
直
接
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

☎（
32
）６
６
０
０

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

常
時
募
集

　
先
着
で
入
居
を
受
け
付
け
ま
す
。

□
築
館
地
区
　
　
　
　
　
　
２
戸

□
若
柳
地
区
　
　
　
　
　
　
17
戸

□
栗
駒
地
区
　
　
　
　
　
　
５
戸

□
高
清
水
地
区
　
　
　
　
　
11
戸

□
一
迫
地
区
　
　
　
　
　
　
３
戸

□
瀬
峰
地
区
　
　
　
　
　
　
５
戸

□
鶯
沢
地
区
　
　
　
　
　
　
２
戸

□
金
成
地
区
　
　
　
　
　
　
10
戸

●
申
し
込
み
　
募
集
物
件
、
応
募

条
件
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
問

い
合
わ
せ
の
上
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
建
設
部
建
築
住
宅
課

☎（
22
）１
１
５
３

環境省
ウェブサイト

動物の愛護と
適切な管理

市民生活部市民課 ☎（２２）３２１１

※令和８年７月末現在、（　）は前月比

●　58,294人（△57）
　 男：28,508人（△40）  女：29,786人（△17）

●　24,609世帯（5）
●　 　12人 ●　84人
●　100人 ●　85人

 ９月3０ 日（水）まで

※納付は口座振替が便利です
※税金などを滞納すると、延滞金がかかります「納付は納期限までに！」

後期高齢者医療保険料（第3期）
市民生活部健康推進課  ☎（２２）0370

固定資産税（第3期）
国民健康保険税（第5期）

総務部税務課  ☎（２２）1121

ま
つ 

も
と
　
あ
き
ら
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年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
制
度

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他

の
所
得
額
が
、
一
定
基
準
額
以
下

の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す

る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。案
内
や
事
務
手
続
き

は
日
本
年
金
機
構
が
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件

を
満
た
す
人

□
65
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
し
、
年
金
収
入
額
と

そ
の
他
所
得
額
の
合
計
が
90

万
９
千
円
以
下
で
、
世
帯
員

全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
人

□
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

　
年
金
を
受
給
し
、
前
年
の
所

得
額
が
４
７
９
万
４
千
円
以

下
の
人

●
請
求
手
続
き

□
新
た
に
受
け
取
り
で
き
る
人

　
　
９
月
頃
か
ら
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す
。
同
封
の
書
類

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
年
金
を
受
給
し
始
め
る
人

　
　
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併

せ
て
年
金
事
務
所
ま
た
は
、

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス

課
で
請
求
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
現
在
、
受
給
で
き
な
い
人
で
も
転
居

や
転
出
に
よ
り
世
帯
構
成
員
の
変
更

が
あ
る
場
合
、
改
め
て
請
求
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問

い
合
わ
せ
先
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０（
05
）４
０
９
２

　
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
23
）１
２
０
０

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）３
２
１
１

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校
は
、

も
の
づ
く
り
の
プ
ロ
を
育
成
す
る

厚
生
労
働
省
所
管
の
４
年
制
大
学

校
で
す
。

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

●
日
時
　
９
月
12
日（
土
）

□
午
前
の
部
　
午
前
10
時
〜
午

後
０
時
30
分

□
午
後
の
部
　
午
後
１
時
〜
午

後
３
時
30
分

●
場
所
　
東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校

●
内
容
　
入
試
対
策
講
座（
面
接

対
策
、
数
学
対
策
、
取
り
組
み

事
例
発
表
な
ど
）

●
申
込
期
限
　
９
月
11
日（
金
）

※
詳
し
く
は
、東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校

☎（
22
）６
６
１
４

み
や
ぎ
県
民
文
化
祭

　
県
内
の
文
化
協
会
が
一
堂
に
会

し
、
舞
台
発
表
や
作
品
展
示
を
行

い
ま
す
。

●
日
時
　
10
月
10
日（
土
）〜
11
日

　（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
登
米
祝
祭
劇
場（
登
米

市
迫
町
）

●
内
容

□
舞
台
発
表
　
民
謡
、
舞
踊
、

伝
統
芸
能
な
ど

□
作
品
展
示
　
書
道
、
絵
画
、

写
真
な
ど

●
入
場
料
　
　
　
　
　
　
　
無
料

　
第
29
回
み
や
ぎ
県
民
文
化
祭
実

行
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
２
０（
34
）２
３
３
２

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　
高
温
多
湿
の
時
期
は
、
菌
が
増

殖
し
や
す
く
、
食
中
毒
発
生
の
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
食
中
毒
を
引
き
起
こ
す
菌
は
、

食
品
の
中
で
増
殖
し
て
も
色
や
味

に
変
化
は
な
く
、
汚
染
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
け
な
い
た
め
注
意

が
必
要
で
す
。

●
食
中
毒
を
予
防
す
る
ポ
イ
ン
ト

□
調
理
す
る
前
と
魚
や
肉
を
触
っ

　
た
後
は
、
手
洗
い
・
消
毒
を

す
る
。

□
生
の
魚
や
肉
は
使
用
直
前
ま

で
ラ
ッ
プ
で
包
む
か
ふ
た
付

き
の
容
器
に
入
れ
て
、
冷
蔵

庫
で
保
管
す
る
。

□
生
の
魚
や
肉
を
使
用
し
た
後

は
調
理
器
具
を
十
分
に
洗
浄

し
、
熱
湯
な
ど
で
消
毒
す
る
。

□
調
理
後
の
食
品
は
、
室
温
で

長
時
間
放
置
せ
ず
、
早
め
に

食
べ
る
。

　
宮
城
県
大
崎
保
健
所
栗
原
支
所

　
☎（
22
）２
１
１
５

み
ち
の
く
太
鼓
ま
つ
り

〜
結
〜

　
市
内
を
拠
点
に
活
動
す
る
太
鼓

団
体
の
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
10
月
４
日（
日
）正
午
〜

※
午
前
11
時
30
分
開
場

●
場
所
　
栗
原
文
化
会
館

●
内
容
　
市
内
外
の
太
鼓
演
奏
団

体
５
団
体
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏

●
入
場
料

□
大
人
　
　
　
　
　
　
　
千
円

□
高
校
生
以
下
　
　
５
０
０
円

※
未
就
学
児
無
料

み
ち
の
く
太
鼓
ま
つ
り
実
行
委

員
会
　
岩
渕
　

☎
０
９
０（
５
３
５
３
）８
７
１
２

小
・
中
・
義
務
教
育

学
校
の
常
勤
・
非
常

勤
講
師
募
集

　
栗
原
圏
域
と
大
崎
圏
域
で
、
子

ど
も
の
成
長
を
支
え
る
人
材
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格
　教
員
免
許
状
を
持
っ

　
て
い
る
人

※

免
許
法
改
正
に
よ
る
免
許
状
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
不
明
な
場
合
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
　
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
応
募
方
法
な
ど
を
確
認
の
上
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
宮
城
県
北
部
教
育
事
務
所

☎
０
２
２
９（
91
）０
７
３
９

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り

　
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
健
康

づ
く
り
を
目
的
に
、
松
島
町
の
美

し
い
自
然
や
寺
院
の
参
道
な
ど
を

歩
き
ま
す
。

●
日
時
　
10
月
31
日（
土
）

　
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
松
島
町

※
若
柳
総
合
支
所
と
金
成
総
合
支
所
か

ら
バ
ス
で
移
動

●
対
象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
在

　
勤
す
る
、小
学
４
年
生
以
上
の
人

●
費
用
　
　
　
　
　
１
５
０
０
円

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

●
定
員
　
40
人

●
申
込
期
間
　
９
月
11
日（
金
）〜

※
先
着
順

●
申
込
方
法
　
問
い
合
わ
せ
先
に

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
わ
か
や
な
ぎ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
０
８
０（
５
８
４
７
）０
３
３
４

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の

相
続
・
後
見
・
遺
言
相
談
会

　
司
法
書
士
が
相
続
、
後
見
、
遺

言
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時
　
９
月
12
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
電
話
相
談

　
☎
０
２
２（
221
）６
８
７
０

※
予
約
不
要

●
面
接
相
談

□
場
所
　
宮
城
県
司
法
書
士
会

館（
仙
台
市
青
葉
区
）

□
問
い
合
わ
せ
先
に
事
前
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宮
城
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
２（
263
）６
７
５
５

無
料
司
法
書
士
相
談
会

●
日
時
　
10
月
１
日（
木
）午
前
10

時
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
不
動
産
登
記
、
商
業
登

記
、
訴
訟
や
調
停
な
ど
の
裁
判

手
続
き
、
高
齢
者
の
成
年
後
見

の
相
談

　
宮
城
県
司
法
書
士
会
古
川
支
部

事
務
局
　
　
☎（
21
）４
６
２
２

無
料
弁
護
士
相
談
会

●
日
時
　
10
月
13
日（
火
）午
前
10

時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
県
大
崎
合
同
庁
舎（
大

崎
市
古
川
）

●
内
容
　
中
小
企
業
や
個
人
事
業

者
の
事
業
者
間
取
引
問
題
に
つ

　
い
て
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
申
し
込
み
　
10
月
６
日（
火
）ま

で
問
い
合
わ
せ
先
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　（
公
財
）み
や
ぎ
産
業
振
興
機
構

０
１
２
０（
418
）６
１
８

水
道
工
事
ト
ラ
ブ
ル

に
注
意

　「
ネ
ッ
ト
広
告
を
見
て
、
水
道

工
事
を
依
頼
し
た
が
高
額
な
費
用

を
請
求
さ
れ
、
支
払
っ
て
し
ま
っ

た
。」と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
契
約
内
容
や
料
金
を
よ
く
確
認

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
困
っ
た
と
き
は
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時
　
月
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
祝
日
を
除
く

　
栗
原
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　（
築
館
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
）

☎（
22
）１
５
０
１

　
県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
消
費

生
活
相
談
窓
口（
宮
城
県
栗
原

合
同
庁
舎
）
☎（
23
）5
7
0
0

空
き
家
に
関
す
る
無
料
相
談

　
空
き
家
の
整
理
や
管
理
に
関
す

る
悩
み
に
つ
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
関

係
機
関
が
連
携
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
応
じ
ま
す
。

●
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

Ｎ
Ｐ
Ｏ
栗
原
市
空
き
家
プ
ロ
ジ
ェ

　
ク
ト
　
　
　
☎（
22
）１
９
０
５

県ウェブサイト

講師等の募集

東北職業能力
開発大学校



広報くりはら　令和８年９月１日　　２８※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

　「美しく輝く女性を応援したい」と笑顔
で語る岩渕さん。自ら営む美容サロンで

「女性が前向きな一歩を踏み出すお手伝
いがしたい」と目を輝かせています。
　前職では、美容室専売品などを扱う化
粧品メーカーに勤め、美容の悩みに多く
触れてきました。そこで、一人一人の悩
みにもっと寄り添った形で、美容を届け
たいという思いが次第に強くなりました。
　そうした中、結婚や出産を経て、友人
との何気ない会話をきっかけに、以前か
ら考えていた起業を決意し、１年半前に
美容サロンをオープンしました。「きれ
いになると、女性は前向きになれる。美
容のことで困ったときに、『あの人に聞
いてみよう』と思ってもらえるような存
在になりたい」と、これからの姿を思い
描いています。
　「美容を通して、地域の女性が自分を
大切にするきっかけを作りたい。悩んだ
ときは、気軽に相談してもらえたら、う
れしいです」と語る岩渕さん。美容を通
して、女性の笑顔が広がる栗原を目指し、
今日も地域の女性に寄り添い続けます。

　「美しく輝く女性を応援したい」と笑顔
で語る岩渕さん。自ら営む美容サロンで

「女性が前向きな一歩を踏み出すお手伝
いがしたい」と目を輝かせています。
　前職では、美容室専売品などを扱う化
粧品メーカーに勤め、美容の悩みに多く
触れてきました。そこで、一人一人の悩
みにもっと寄り添った形で、美容を届け
たいという思いが次第に強くなりました。
　そうした中、結婚や出産を経て、友人
との何気ない会話をきっかけに、以前か
ら考えていた起業を決意し、１年半前に
美容サロンをオープンしました。「きれ
いになると、女性は前向きになれる。美
容のことで困ったときに、『あの人に聞
いてみよう』と思ってもらえるような存
在になりたい」と、これからの姿を思い
描いています。
　「美容を通して、地域の女性が自分を
大切にするきっかけを作りたい。悩んだ
ときは、気軽に相談してもらえたら、う
れしいです」と語る岩渕さん。美容を通
して、女性の笑顔が広がる栗原を目指し、
今日も地域の女性に寄り添い続けます。

輝く女性を応援したい

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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マイ広報紙

岩渕　裕子　さん（志波姫南）

人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙

　８月１４日（金）、　イオンスーパーセンター栗原志
波姫店東側駐車場を会場に、２０２６水車まつりが
開催されました。
　当日は、時々、雨が強く降るあいにくの空模様と
なりましたが、KURIHARA　５COLOR’Sによる１７
組のバンド演奏をはじめ、イワナのつかみ取りやク
リハライザーショー、盆踊りが会場を盛り上げ、さ
らに市内よさこい３団体が激しく切れのある演舞を
披露し、会場は熱気に包まれました。

雨も弾き飛ばす迫力のステージ

ク   リ   ハ   ラ　　　　　　　ファイブ カラーズ

人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙


